
下
層
農
民
問
題
と
ニ

後
期
ニ
ュ

i
デ
ィ

i
ル
の
農
務
省
を
中
心
に

ュ

i
デ
ィ

i
ル
の
国
家

一
九
三
七
年
!
一
九
四
O
年

久

保

文

明

は
じ
め
に

ニュ

l
デ
ィ

i
ル
期
以
後
の
ア
メ
リ
カ
の
統
治
構
造
が
抱
え
る
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
機
関
と
そ
の
顧
客
集
団
の
開
の
癒
着
と
も

い
え
る
親
密
な
関
係
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
間
題
は
、
例
え
ば
、
経
済
規
制
を
担
当
す
る
部
局
や
独
立
委
員
会
と
そ
の
規

制
の
対
象
と
な
る
利
益
団
体
、
こ
れ
に
議
会
の
委
員
会
あ
る
い
は
小
委
員
会
を
加
え
た
三
部
門
か
ら
成
り
立
つ

「
鉄
の
三
角
形
」

(日円。ロ

仲ユ

gm叫
目
。
)
と
し
て
発
現
し
、
あ
る
い
は
、
当
該
利
益
団
体
の
行
政
機
関
へ
の
「
取
り
込
み
」

(
8。耳目込山
O
ロ
)
や
顧
客
集
団
に
よ
る
行
政

機
関
の
「
乗
っ
取
り
」
(
の
8
Z
B
)
等
々
の
形
で
現
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
主
と
し
て
各
省
庁
の
部
局
レ
ベ
ル
や
独
立
行
政
委
員

会
レ
ベ
ル
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
質
的
に
類
似
し
た
構
造
が
よ
り
上
位
の
行
政
機
関
、
す
な
わ
ち
省
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
と
く
に
商
務

省
・
労
働
省
・
農
務
省
な
ど
「
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
」
(
の
宏
晃
氏
。
母
音
円

g
g仲
)
と
い
わ
れ
る
省
に
お
い
に
U
、
h
ト
ル

l
ス
な

形
を
と
り
な
が
ら
存
在
す
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。
以
上
三
つ
の
省
が
、
政
府
内
で
専
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
擁
す
る
顧

客
集
団
の
利
益
を
代
表
す
る
た
め
の
職
能
代
表
機
関
と
称
さ
れ
る
の
も
、
決
し
て
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

下
回
摺
農
民
問
題
と
ニ
ュ
1
デ
ィ

I
ル
の
国
家
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こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
要
す
る
に
、
狭
騒
な
特
殊
利
益
を
核
と
し
、
利
益
団
体
に
行
政
機
関
、
そ
し
て
と
き
に
議
会
(
小
)
委
員
会
を

加
え
た
こ
つ
ま
た
は
三
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
る
排
他
的
か
つ
自
律
的
な
政
策
形
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
に
光
を
あ
て
て
、
こ
れ
が
通

常
、
特
権
と
既
得
権
益
の
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
政
治
的
資
源
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
(
典
型
的
に
は
組
織
さ
れ
ざ
る
貧
困
集
団
)

に
と
っ
て
著
し
く
不
利
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
少
な
く
と
も
そ
の
合
意
と
し
て
、
告
発
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解

が
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
の
一
断
面
を
鋭
く
扶
っ
て
い
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
首
肯
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

む
ろ
ん
、
部
局
レ
ベ
ル
に
お
け
る
非
常
に
タ
イ
ト
な
構
造
と
、
省
レ
ベ
ル
で
み
ら
れ
る
ル

l
ス
な
そ
れ
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
み
て
き
た
見
解
が
全
体
と
し
て
、
顧
客
集
団
・
利
益
団
体
か
ら
の
圧
力
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
の
行

政
機
関
・
官
僚
制
が
一
万
す
応
答
性
の
高
さ
、
換
言
す
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
国
家
に
非
常
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
、
社
会
レ
ベ
ル
で
の
影
響

力
か
ら
の
独
立
性
・
自
律
性
の
相
対
的
な
低
さ
、
あ
る
い
は
そ
の
欠
如
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
方
の
承
認
が
え
ら
れ
る

〈

4
)

「
対
内
的
に
弱
い
ア
メ
リ
カ
国
家
」
の
特
質
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
も

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
以
上
指
摘
さ
れ
て
き
た
現
象
は
、

理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
の
展
開
を
少
し
な
り
と
も
詳
し
く
辿
る
な
ら
、

い
く
つ
か
の
興
味
深
い
例
外
あ
る
い
は
エ
ピ
ソ

ー
ド
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
決
し
て
困
難
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
こ
こ
十
数
年
内
に
設
置
さ
れ
た
消
費
者
保
護
及
び
環
境
保
護
行
政
担
当
の

連
邦
政
府
機
関
が
、
規
制
の
対
象
と
な
る
集
団
H
実
業
界
か
ら
の
影
響
力
に
対
し
て
際
立
っ
た
抵
抗
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
注
目

(
5〉

に
値
し
よ
う
。
類
似
の
例
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
構
造
が
体
制
レ
ベ
ル
で
定
着
し
始
め
た
ニ
ュ

i
デ
ィ

i
ル
期
に
も
、
し
か
も
そ

の
よ
う
な
構
造
の
古
典
的
事
例
と
さ
れ
る
農
業
の
領
域
に
お
い
て
も
、
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
史
に
お
い
て

は
例
外
的
に
、
社
会
レ
ベ
ル
の
影
響
力
か
ら
相
対
的
に
隔
絶
さ
れ
た
い
わ
ば
自
律
的
な
国
家
機
関
が
、

一
時
的
な
が
ら
誕
生
し
た
の
で
あ



る。
一
般
に
合
衆
国
連
邦
農
務
省
は
、
政
府
内
で
農
民
あ
る
い
は
広
く
農
業
関
係
者
の
利
益
を
代
表
・
表
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
他
方
で
、
農
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
政
策
問
題
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
農
業
に
関
し
て
は
農
業
関
係
者
だ
け
が
私
的
に
決
定

を
下
す
と
い
う
不
動
の
原
理
」
、

「
農
業
の
私
的
自
己
統
治
の
教
義
」
な
る
も
の
が
国
民
一
般
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
、
受
け
入
れ

〈

6
〉

い
さ
さ
か
誇
張
を
伴
い
な
が
ら
も
指
摘
さ
れ
て
き
て
お
り
、
結
局
、
こ
の
場
合
農
務
省
に
は
農
業
関
係
者
に
よ
っ

い
わ
ば

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

て
な
さ
れ
た
決
定
を
、
基
本
的
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
裁
可
し
後
援
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
さ
え
い
え
よ

う
と
こ
ろ
が
、

ニュ

l
デ
ィ

l
ル
の
後
期
(
一
九
一
一
一
七
l
四
O
年
)
に
お
け
る
連
邦
農
務
省
の
政
策
は
、

ア
メ
リ
カ
農
業
界
で
圧
倒
的
な

組
織
力
・
政
治
力
を
誇
り
、

「
農
業
界
の
中
一
と
を
も
っ
て
自
ら
を
認
ず
る
ア
メ
リ
カ
農
務
局
連
合
(
〉
怒
号
片
言
問
再
思
∞

R
Sロ

明
丘
町

E
Z
v
p
以
下
A
F
B
F
と
略
)
に
代
表
さ
れ
る
有
力
な
農
民
躍
の
利
益
を
代
表
・
代
弁
・
反
映
し
た
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
く
、

む
し
ろ
い
く
つ
か
の
決
定
的
に
重
要
な
政
策
領
域
に
お
い
て

A
F
B
F
の
主
張
と
正
面
か
ら
対
立
す
る
方
向
さ
え
示
し
て
い
た
。
こ
の
結

果、

ニュ

i
デ
ィ

l
ル
発
足
当
初
に
は
こ
れ
以
上
な
く
良
好
で
あ
っ
た
農
務
省
と

A
F
B
F
と
の
蜜
月
的
関
係
は
、

一
九
四

O
年
ま
で

に
き
わ
め
て
険
悪
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
三
三
年
の
農
業
調
整
法
(
〉
ぬ
氏
。
己
宮
門
即
日
〉
a
g
m仲
怠
再
三
〉
立
w

以
下
A
A
A
と
略
〉
や
一
一
一
六

年
の
土
壌
保
全
及
び
閣
内
作
付
割
当
法

(ω
色

n
g目白
2
m
E
8
8仏
む
。
湾
問

a
w
E
H
2
5
2門
〉
の
仲
)
制
定
に
際
し
て
、
農
務
省
に
よ

っ
て
召
集
さ
れ
A
F
B
F系
農
民
が
主
導
権
を
握
っ
た
全
国
農
業
者
会
議
に
よ
る
勧
告
を
農
務
省
が
少
な
く
と
も
形
の
上
で
は
そ
の
ま
ま

支
持
し
後
援
し
た
の
と
比
べ
る
と
、
一
一
一

0
年
代
末
の
農
業
政
治
の
状
況
は
鋭
い
対
照
を
な
し
て
い
た
と
み
ざ
る
を
〉
え

L
U
o

い
さ
さ
か
結
論
を
先
取
り
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
第
二
期
の
終
わ
り
ま
で
に
、
顧
客
集
団
レ
ベ
ル
H
社
会
レ
ベ

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ

I
デ
ィ

1
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二
一
四

ハ
8
)

ル
に
お
け
る
支
配
的
利
益
・
影
響
力
か
ら
相
当
程
度
絶
綾
あ
る
い
は
隔
絶
さ
れ
た
農
務
省
が
出
現
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
農
務
省
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
地
主
農
民
が
優
勢
な
A
F
B
F
の
意
向
に
反
す
る
形
で
、
第
一
に
下
層
農
民
に
従
前
よ
り
手
厚
い
政
策
を
推
進
し
、
第

こ
に
農
業
政
策
と
そ
の
執
行
過
程
の
計
画
化
・
集
権
化
を
志
向
じ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
農
業
の
私
的
自
己
統
治
」
に
挑
戦
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、

ニ
ュ
!
デ
ィ

l
ル
の
国
家
と
下
層
農
民
問
題
と
の
関
係
を
、
小
作
農
扶
助
事
業
な
ど
主
と
し
て
中
下

層
集
団
を
対
象
と
し
た
い
く
つ
か
の
連
邦
農
務
省
の
政
策
を
中
心
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
農
務
省
を
こ
の
時
期
に
誕
生
さ
せ
た
最
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
は
、

一
九
一
三
二
年
以
来
四

O
年
夏
ま
で
農

務
長
官
を
努
め
た
ヘ
ン
リ
J

・
A
-
ウ
ォ
!
レ
ス
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
官
就
任
当
初
の
ウ
ォ
l
レ
ス
は
、
農
産
物
価
格

の
引
き
上
げ
日
い
わ
ゆ
る
パ
リ
テ
ィ
の
達
成
や
イ
ン
フ
レ
!
シ
ョ

γ
政
策
の
実
施
等
の
政
策
面
に
お
い
て
、
ま
た
出
身
・
経
歴
・
人
脈
等

々
の
占
山
に
お
い
て
も
、

A
F
B
F
と
き
わ
め
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
が
、
一
一
一
六
年
終
わ
り
頃
か
ら
明
確
に
独
自
の
農
業
政
策
構
想
を
打

ち
出
し
始
め
る
。
例
え
ば
彼
は
三
六
年
一
ニ
月
に
、

ニ
ュ
!
デ
ィ
i
ル
農
業
政
策
の
基
本
目
標
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
「
農
業
の
た
め
の
平

等
」
〈
開
β

ロ
由
民
寄
沙
門
〉
m
守山

gH宮
司
自
)
・
。
ハ
担
テ
ィ
の
達
成
に
代
え
て
、

よ
り
幅
広
い
概
念
で
あ
る
「
農
業
に
お
け
る
保
障
」
(
〉
明
日

gア

同

H
H
円
m
w
H
ω

問。ロユ門司)

を
提
唱
し
、
具
体
的
に
は
、
小
作
農
民
の
権
利
の
安
定
化
と
強
化
、
限
界
的
生
活
水
準
に
あ
る
農
民
の
機
会
の
増
大

な
ど
、
農
務
省
に
は
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
新
た
な
政
策
目
擦
を
掲
仇
ぱ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
実
際
三
七
年
九
月
に
設
置

さ
れ
た
農
場
保
障
局
(
司
常
B
ω
宮
耳
目

q
〉
a
S
E
E
S片

山
。

P

(
m
v
 

の
で
あ
る
。

以
下
F
S
A
と
略
)
な
ど
の
も
と
で
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

し
か
も
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
農
務
省
に
よ
る
計
画
化
・
集
権
化
と
、

F
S
A
な
ど
に
よ
る
下
層
農
民
階
級
に
手
厚
い
、
そ
の



意
味
で
階
級
的
公
凶
器
m
A
S
R向。
5
)
な
政
策
の
追
求
が
、
単
に
ウ
ォ
1
レ
ス
農
務
長
官
の
個
人
的
見
解
の
反
映
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
三

0
年
代
末
ま
で
に
、

M
-
L
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
呈
-
F
・
4
苫
g
p
農
務
次
官
)
、

モ
l
デ
カ
イ
・
エ
ゼ
キ
l
ル

(足。

a
2同
日
開
g
E
o
r
農
務
長
官
経
済
顧
問
)
、
ボ
ー
ル
・

H
・
ア
プ
ル
ビ

i

(
司
郎
巳
一
戸
〉
宅
目
。
ぴ
ア
長
官
秘
書
〉
ら
が
ウ
ォ
l
レ

ス
の
側
近
・
顧
問
と
し
て
省
内
政
策
決
定
過
程
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
の
影
響
力
を
確
立
し
、
の
み
な
ら
ず
か
つ
て
は
ウ
ォ
l
レ
ス
長
官
の
秘
書

に
過
ぎ
な
か
っ
た
C
・
B
-
ボ
i
ル
ド
ウ
ィ

γ
〈
の
・
∞
-
回
巴
円
凶
』
弓
山
口
)
や
マ
イ
ロ
・
パ

1
キ
ン
ス
(
宮
山
H
O
}
M
O
吋
昨
日
口
出
)
ら
が
独
立
し
た
寅

任
を
食
う
ポ
ス
ト

(
F
S
A
局
長
や
連
邦
余
剰
作
物
公
社
総
裁
)
に
抜
寵
さ
れ
て
い
く
。
彼
ら
以
外
に
も
、

A
・
G
-
ブ
ラ
ッ
ク
(
〉
・
。
・

ウ
ィ
ル
・
ア
レ
ギ
ザ
ン
ダ
l

〈
巧
告
と
民
自
営
円
)
、

〈日〕

↓a
g
w〉
ら
が
、
局
長
レ
ベ
ル
の
枢
要
な
地
位
に
就
い
て
い
た
。
む
ろ
ん
彼
ら
の
間
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
点

L
・

c-
グ
レ
イ

(
H
E
n
-

の
EM1)
、

ハ
ワ
!
ド
・
ト
リ
ー

(
問
。
零
時
仏

∞】仰の日向)、

で
も
相
当
の
偏
差
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
共
通
し
て
か
な
り
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
を
示
し
、
概
し
て
い
え
ば
、
個
人
的
に
ウ
ォ

i
レ
ス
に
忠
実
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
が
提
唱
す
る
政
策
を
強
力
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、

ウ
ォ

i
レ
ス
が
ゴ
一

0
年
代
半
ば
に
下
層
農
民
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
際
、
彼
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と

思
わ
れ
る
の
が
、
三
六
年
末
ま
で
に
農
務
省
を
去
っ
た
レ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・

G
・
タ
グ
ウ
ェ
ル
(
問
。
民

o
E
の・

H
，ロ
md『
開
口
)
や
ジ
エ
ロ

ー
ム

-
N
・
フ
ラ
ン
ク

G
O
S
Hロ
σ

Z
・

H

刊
誌
回
目
円
)
の
ほ
か
に
、
ア
プ
ル
ピ
!
、

〈

nv
た
。
一
二

0
年
代
後
半
か
ら
は
、
今
度
は
そ
の
ウ
ォ
!
レ
ス
が
以
上
の
系
列
に
属
す
る
人
々
、
と
く
に
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
、
パ
!
キ
ン
ス
、

エ
ゼ
キ
l
ル
、
そ
し
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
で
あ
っ

ブ
ラ
ッ
ク
ら
を
省
内
の
要
職
に
次
々
と
昇
進
さ
せ
る
こ
と
で
、
き
わ
め
て
リ
ベ
ラ
ル
色
の
濃
厚
な
省
首
脳
陣
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ウ
ォ

i
レ
ス
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
三
六
年
末
以
降
の
新
た
な
農
業
政
策
構
想
は
、
前
述
の
彼
の
部
下
・
顧
問
団
の
見

解
の
総
和
、
あ
る
い
は
そ
の
反
映
で
も
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
姻
人
的
に
も
、
そ
し
て
何
よ
り
一
つ
の
集
団

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ

1
デ
ィ
1
ル
の
国
家

一
一
一
五



一一一六

と
し
て
、
省
内
の
政
策
決
定
過
程
で
大
き
な
影
響
力
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
農
務
省
幹
部
総
体
〈
S
H
E♀
守
山
号
)
と

し
て
の
見
解
と
み
な
す
こ
と
も
、
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
農
務
省
は
巨
大
な
寄
合
所
帯
で
部
局
間
の
抗
争
は
絶
え
る
こ
と

が
な
く
、
と
り
わ
け
A
F
B
F
と
密
接
な
関
係
を
保
持
す
る
農
業
普
及
部
〈
何

M
g富山。ロ

ωm2wo)
の
保
守
的
な
影
響
力
に
は
根
強
い

も
の
が
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
長
官
を
中
心
と
す
る
省
最
高
幹
部
レ
ベ
ル
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
一
ニ

0
年
代
末
の
農
務
省
が
あ
る
程
度

一
致
し
て
、
下
層
農
民
に
比
較
的
手
厚
い
政
策
の
推
進
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、

A
F
B
F
と
異
な
る
政
策
路
線
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
農
務
省
の
リ
ー
ダ
ー
シ

γ
プ
が
総
体
と
し
て
、
農
業
セ
ク
タ
ー
内
で
み
る
限
り
、
社
会
・
顧
客
集
団
レ

ベ
ル
に
お
け
る
支
配
的
な
影
響
力
か
ら
相
当
程
度
隔
絶
さ
れ
た
自
律
性

(
g
g
g
B
S
を
獲
得
し
、
顧
客
集
部
層
か
ら
の
社
会
的
庄
力
の

結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
独
立
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
抗
う
形
で
、
独
自
の
政
策
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
試

み
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
総
体
と
し
て
の
自
律
性
の
獲
得
と
同
時
に
、
農
務
省
は
ニ
ュ

i
デ
ィ

l
ル
期
半
ば
か
ら
、
こ
れ
ま
で
省
外
に

あ
っ
た
い
く
つ
か
の
独
立
機
関
を
吸
収
し
て
、
農
業
政
策
執
行
の
よ
り
大
き
な
権
限
も
得
た
。

例
え
ば
、

連
邦
緊
急
救
済
局
(
匂
注
目
吋
弘

開
居
間
吋
ぬ

opOM可
問
。
戸
山
市
町
〉

asz佐
々
丘
町
O口
〉
が
三
五
年
一
一
月
に
、
一
得
定
住
局

(
m
g
o
S
O
B
S
-昨
〉
円
四
B
宮町田仲門知昨日
o
p
以
下
R
A
と

略
)
が
三
六
年
二
一
月
に
(
た
だ
し
、
一
二
七
年
九
月
、

F
S
A
へ
の
改
組
)
、
そ
し
て
農
業
金
融
局
色
常
ヨ

h
E仏
日
付
〉
仏

B
S笠
岡
弘
窓
口
w

以
下
F
C
A
と
略
)
と
農
村
電
化
局
〈
月
号
包
巴

2
E凶
g色
。
ロ
〉

asszs片山
o
p
以
下
R
E
A
と
略
)
が
三
九
年
七
月
に
農
務
省
に

ハM
H〉

編
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
農
務
省
は
農
業
調
整
局
(
〉
寄
付
巳
E
S
H
K戸内出
5
仲
自
由
己
〉
内
H
S
E
Z
E匹以
P
以
下
A
A
A
と
略
)
や

土
壌
保
全
局

(ω
。ロハ

U
8
8
3丸山
O
ロ
ぽ
耳
目
。
ゅ
)
な
ど
に
加
え
て
以
上
の
諸
部
局
を
も
擁
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
務
長
官
に
は
広
範
な
規

制
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
点
で
農
務
省
は
商
務
省
や
労
働
省
と
著
し
く
異
な
り
、
政
府
内
で
の
職
能
的
利
益
代
表
機
関
た
る
に
と
ど



ま
ら
ず
、
規
制
を
行
な
う
実
権
を
備
え
た
機
関
で
も
あ

nA~。
そ
し
て
こ
の
広
範
か
っ
強
力
な
権
限
が
、
農
務
長
官
が
い
く
つ
か
の
政
策

に
着
手
し
、
あ
る
い
は
そ
の
変
更
を
試
み
る
擦
の
制
度
的
前
提
と
な
り
、
ま
た
そ
の
擦
の
不
可
欠
な
政
治
的
資
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

M
W
し
か
も
、
こ
こ
で
農
務
省
に
移
管
さ
れ
た
機
関
の
多
く
が
、
小
作
農
・
貧
農
救
済
政
策
を
推
進
し
た

R
A
i
F
S
A、
食
糧
ス
タ
ン

プ
制
度
を
実
施
し
た
連
邦
救
済
局
内
の
連
邦
余
剰
作
物
公
社

q
a
o
g
H
ω
R
E
E
n
o
s
s
a
E
g
n。
吋
℃
常
注
目
。
P
以
下
F
S
C
C
と

略
)
、
一
ニ
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
利
融
資
を
提
供
し
た

F
C
A
、
そ
し
て
文
字
ど
お
り
農
村
電
化
事
業
を
担
当
し
た

R
E
A
な
ど
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
中
層
・
下
層
圏
民
を
援
助
す
る
政
策
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
は
、
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

ク
ラ
ス
コ
ン
シ
ヤ
ス

ニ
ュ
!
デ
ィ
l
ル
後
期
の
農
業
政
策
に
い
わ
ば
階
級
的
色
彩
な
加
味
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ぅ
。
こ
れ
ら
の
政
策
が
、

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
以
下
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
自
律
的
な
農
務
省
の
リ
ー
ダ
ー
シ

γ
プ
を
前
提
に
、

F
S
A
-
R
E
A
-
F
S
C
C
 

-
F
C
A
に
よ
る
各
事
業
と
そ
れ
ら
の
持
つ
政
治
的
合
意
を
、
ウ
ォ
I
レ
ス
ら
省
幹
部
の
政
策
構
想
・
政
治
的
配
慮
を
中
心
に
概
観
し
、

あ
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
律
的
な
農
務
省
が
も
た
ら
し
た
農
業
政
治
の
構
造
的
変
動
に
も
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
以
上
の
作

業
に
よ
っ
て
、

ニュ

l
デ
ィ

i
ル
期
に
、
戦
後
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
と
は
質
的
に
異
な
る
ア
メ
リ
カ
国
家
の
芽
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

も
、
示
唆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一、

F
S
A
lア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
「
苗
床
」

F
S
A
の
前
身
は
三
五
年
半
ば
に
独
立
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た

R
A
で
あ
り
、
そ
の
局
長
は
タ
グ
ウ
ェ
ル
、
彼
を
補
佐
し
た
の
が
ア

レ
ギ
ザ
ン
ダ
ー
や
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
で
あ
っ
た
。

R
A
は
保
守
系
の
農
業
団
体
や
議
員
か
ら
敵
視
さ
れ
て
存
続
の
危
機
に
陥
っ
た
結
果
、

三
六
年
末
に
農
務
省
に
編
入
さ
れ
、
三
七
年
九
月
に
パ
ン
ク
ヘ
ッ
ド
H
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
小
作
農
民
法
(
切
田
口

wvg子
守
口
開
田
町

R
B
、吋

g
m
E

下
回
闇
農
民
問
題
と
ニ
ュ

l
デ
ィ
l
ル
の
国
家

二
一
七



二
一
八

krn
円
)
成
立
を
受
け
て

F
S
A
へ
と
改
組
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

F
S
A
は
ア
レ
ギ
ザ
ン
ダ
!
局
長
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
副
局
長
、

ザマ

イ

ロ
・
パ

1
キ
ン
ス
次
長
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
も
と
で
、
小
作
農
民
を
対
象
と
し
た
低
利
・
長
期
の
農
地
購
入
用
融
資
の
提
供
(
自
作

農
化
政
策
)
、
困
窮
し
た
農
民
へ
の
融
資
の
提
供
と
資
金
の
供
与
(
更
生
事
業
)
、
小
農
に
よ
る
協
同
組
合
の
奨
励
と
援
助
、
集
団
医
療
制

度
の
支
援
等
々
の
事
業
を
推
進
し
た
。

F
S
A
は
た
し
か
に
予
算
規
模
こ
そ
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
数
多
く
の
農
務
省
部
局
の
な
か
で
、

そ
し
て
お
そ
ら
く
多
数
の
ニ
ュ

l
デ
ィ

i
ル
諸
機
関
の
う
ち
で
も
、

ス
タ
ッ
フ
と
政
策
双
方
の
点
で
、
最
も
攻
撃
的
に
下
層
集
団
の
扶
助

に
携
わ
っ
た
機
関
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

初
代
局
長
の
ア
レ
ギ
ザ
ン
ダ

i
は
、
長
年
南
部
黒
人
の
地
位
向
上
に
精
力
を
注
い
で
き
た
運
動
家
、

メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
の
牧
師
、
そ
し
て

教
育
家
で
あ
り
、
と
り
わ
け
一
九
一
一
一
四
年
以
降
、
南
部
の
小
作
農
民
、
な
か
で
も
黒
人
貧
農
の
窮
状
に
強
い
関
心
を
抱
き
始
め
た
。
「
下

積
み
の
人
々
の
た
め
の
戦
い
に
半
生
を
捧
げ
て
ふ
問
」
彼
は
、
ウ
ォ
1
レ
ス
と
の
接
触
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
三
五
年
に

?
iズ

ヴ
ェ
ル
ト
政
権
に
加
わ
り

(
R
A
)
、
貧
農
の
関
難
を
少
し
で
も
軽
減
す
べ
く
努
力
す
る
。
彼
は
四

O
年
に
農
務
省
を
去
り
、
一
丹
び
黒
人
支

接
の
た
め
の
運
動
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
関
心
を
抱
く
運
動
家
を
一
時
的
に
で
も
政
権
に
吸
収
し
え
た
こ
と
は
、

ニ
ュ
1
デ
ィ
!
ル
期
の
農
務
省
の
特
徴
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、

F
S
A
の
歴
史
に
お
い
て
、

お
そ
ら
く
ア
レ
ギ
ザ
ン
ダ

i
以
上
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
の
が
、
一
一
一
七
年
か
ら
F
S
A
副
局

長
を
務
め
、

四
O
年
七
月
に
局
長
に
昇
任
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
で
あ
ろ
う
。

F
S
A
の
政
策
が
全
体
と
し
て
攻
撃
性
を
増
し
た
の
は
彼

が
局
長
に
就
任
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
し
、
南
部
出
身
議
員
や
A
F
B
Fが
激
し
く
F
S
A
を
批
判
し
始
め
た
の
も
そ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
ニ
ュ

i
デ
ィ

1
ル
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
、
旧
友
ア
プ
ル
ビ
!
の
勧
め
で
ウ
ォ

l
レ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た

(
一
九
一
ニ
三
年
〉
。
彼
は
政
権
入
り
当
初
か
ら
、
行
政
手
腕
の
発
揮
の
み
な
ら
ず
彼
自
身
の
リ
ベ
ラ
ル
な
理
想
の
実
現
を
望
ん
で
い
た
が
、



は
た
し
て
短
期
間
の
う
ち
に
タ
グ
ウ
ェ
ル
農
務
次
官
と
親
し
く
な
り
、

タ
グ
ウ
ェ
ル
の
求
め
で
彼
の

R
A
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
後
多
年
貧
農
お
よ
び
下
層
国
民
全
般
の
救
済
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

〈お〉

も
に
進
歩
党
に
加
わ
る
。
こ
の
時
期
の
農
務
省
に
お
い
て
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
ロ

i
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
全
般
の
中
で
も
、
最
も
下
層
集

一
九
四
八
年
に
は
再
び
タ
グ
ウ
ェ
ル
や
ウ
ォ
1
レ
ス
と
と

聞
の
支
援
・
救
済
に
熱
心
な
ー
そ
の
意
味
で
急
進
的
な
i

官
僚
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
ア
プ
ル
ビ
!
と
と
も
に
農
務
長
官
ウ
ォ
!
レ
ス
が
F
S
A
を
局
外
か
ら
強
力
に
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も

な
い
。
バ
ン
ク
ヘ
ッ
ド
H
ジ
ョ

i
ン
ズ
小
作
農
民
法
成
立
過
程
に
お
い
て
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
を
発
揮
し
た
の
も
ウ
ォ

i
レ
ス
で
あ

っ
た
し
、
そ
れ
ま
で
農
務
省
が
伝
統
的
に
力
を
入
れ
て
き
た
農
業
普
及
部
と
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
(
農
業
普
及
顧
問
〉
に
よ
る

農
業
技
術
普
及
事
業
や
、

A
A
A
に
よ
る
農
産
物
価
格
支
持
政
策
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
の
農
業
金
融
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
は
下
関
農
民

を
十
分
手
厚
く
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
公
的
に
宜
奮
し
た
の
も
ウ
ォ
I
レ
ス
農
務
長
官
で
あ
っ
た
。
「
彼
ら
〔
困
窮
農
民
〕
に
は

そ
れ
以
上
の
こ
と
が
必
要
な
の
亡
滞
。
」
ウ
ォ

i
レ
ス
の
農
業
政
策
構
想
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
「
農
業
に
お
け
る
保
障
」
を
実
現
す
る

う
え
で
、

F
S
A
は
農
業
普
及
部
・

A
A
A
-
F
C
A
な
ど
の
事
業
を
補
完
す
る
不
可
欠
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウ
ォ

i
レ
ス
は
四

O
年
三
月
に
ハ
ワ

i
ド
大
学
創
立
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
し
て
「
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
黒
人
の
地
位
」
と

題
す
る
講
演
を
行
な
い
、
さ
ら
に
同
年
五
月
に
は
上
院
公
民
権
委
員
会
で
移
動
農
業
労
働
者
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら

の
機
会
を
捉
え
て
、
彼
は
更
生
融
資
、
小
作
農
民
へ
の
土
地
購
入
融
資
、
移
動
労
働
者
用
衛
生
キ
ャ

γ
プ
、
地
域
医
師
会
と
の
協
定
に
よ

〈

mv

る
医
療
扶
助
等
々
の
F
S
A
諸
事
業
を
強
く
擁
護
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
よ
り
幅
広
い
観
点
か
ら
、
連
邦
政
府
が
そ
の
重
要
な

責
務
の
一
つ
と
し
て
「
人
的
お
よ
び
天
然
資
源
の
保
全
」
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
の
結
論
に
達
し
て
い
た
が
、
そ
の
際

F
S
A
は
土
壌
の
保
全

(gロ
g
ロ
2
2注
目
。
ロ
)
な
ら
ぬ
人
間
の
保
全
窓
口
出
則
自
の

S
3
2丘町
0
5
の
た
め
の
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ

下
回
眉
農
民
問
題
と
ニ
ュ

i
デ
ィ
I
ル
の
国
家

一
一
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一一二
O

門
町
品
〉

:
、
こ
o

寸

L
Jム

「
農
民
が
土
地
か
ら
追
わ
れ
た
と
き
、

F
S
A
は
彼
ら
を
更
生
さ
せ
、
彼
ら
自
身
の
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
を
附
明
け
る
。

F
S

A
は
移
勤
労
働
者
問
題
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
。

か
の
間
の
安
患
を
見
出
し
た
キ
+
ン
ブ
は
、

ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
グ
の
『
怒
り
の
葡
萄
』
に
お
い
て
放
漉
中
の
ジ
珪
ウ
ド
一
家
が
つ

〈お〉

F
S
A
の
キ
ャ
ン
プ
な
の
で
あ
っ
た
。
」
要
す
る
に
、
「
小
作
農
民
の
地
位
。
か
不
安
定
に
な
る

〈
お
)

に
つ
れ
、

F
S
A
世
帯
業
は
人
間
の
保
全
と
し
て
決
定
的
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
の
で
あ
っ
た
。

F
S
A
は
民
主
主
義
の
苗
床
の
一
部
;
一
世
帯
あ
た
り
の
年
収
が
四

0
0ド
ル
足

ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
部
分
ー
を
開
墾
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
機
関
」
で
あ
っ
た
。

ウ
ォ

l
レ
ス
に
よ
れ
ば
、

「
広
い
意
味
に
お
い
て
、

F
S
Aが
何
十
万
と
い
う
農
家
世
帯
の
経
済
的
環
境
と
健
康
を
改
善
し
た
結
果
、
彼
ら
は
よ
り
良
き
市
民
と
な
り
、
ま
た
子
弟
の

よ
り
良
き
保
護
者
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
〔
一
九
四

O
年
の
時
点
で
〕
八

O
万
の
農
民
に
一
一
一
億
七

0
0
0万
ド
ル
を
融
資
し
て
き
た
。

:
:
:
決
定
的
な
事
実
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ア
メ
リ
カ
国
民
の
最
も
恵
ま
れ
な
い
集
団
の
環
境
を
変
え
る
た
め
に
、
何
か
し
ら
建
設
的
な

(
お
)

こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

F
S
A
は
ウ
ォ
i
レ
ス
に
と
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
を
い
わ
ば
そ
の
底
辺
か
ら
強
化
す
る
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
彼

の
青
写
真
」
の
一
部
な
の
で
あ
っ
た
。

を
し
て
諮
ら
し
め
れ
ば
、
こ
れ
は
「
国
家
構
築
(
ロ
凶
作
目
。
ロ
ケ
己
E
S
m
)

一一、

R
E
A
l協
同
組
合
の
理
念

R
E
A
は
一
九
三
五
年
五
月
、
農
村
電
化
の
推
進
を
目
的
に
独
立
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
各
地
域
ご
と
に
農
民
の
協
同

組
合
を
結
成
さ
せ
、
通
常
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
低
い
利
率
で

R
E
A
が
こ
の
協
同
組
合
に
融
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
遅

れ
て
い
た
農
村
の
電
化
を
加
速
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
あ
っ
た
。
三
五
年
に
は
十
分
の
一
の
農
家
世
帯
し
か
電
力
供
給
を
受
け
て
い
な
か



っ
た
ア
メ
リ
カ
農
村
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
数
字
は
三
九
年
ま
で
に
五
分
の
}
に
上
昇
す
る
。
一
ニ
九
年
七
月
に

R
E
Aが
農
務
省
に
編
入
さ

〈

mv

れ
た
後
の
四

O
年
六
月
末
に
は
、
一
ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
農
場
に
電
糠
が
敷
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
電
化
の
加
速
に
対
す
る

R
E
A
の
貢
献
度
に
は
、
無
視
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

R
E
A
は
私
営
電
力
会
社
か
ら
執
念
深
い
攻
撃
を
被
り
な
が
ら
設
置
さ
れ
た
が
、
議
会
で
は
き
わ
め
て
高
い
人
気
を
博
し
た
。
か
つ
て

ハお
v

エ
ゼ
キ
ー
ル
が
語
っ
た
ご
と
く
、
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
農
村
の
様
相
を
革
命
的
に
変
貌
さ
せ
た
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ

の
果
た
し
た
機
能
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、

R
E
A
は
必
ず
し
も
富
農
や
A
F
B
F
の
利
害
と
直
接
対
立
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
独
立
で
は
電
力
の
供
給
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
数
多
く
の
中
小
農
民
に
と
っ
て
、

《
川
崎
〉

く
貴
重
な
援
助
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。

R
E
Aが
こ
の
う
え
な

R
B
A
の
場
合
、
ウ
ォ

1
レ
ス
や
そ
の
他
農
務
省
幹
部
の
関
与
は
F
S
A
の
場
合
ほ
ど
深
く
な
か
っ
た
が
、
貧
農
を
積
極
的
に
援
助
す

る
こ
の
種
の
事
業
が
彼
の
当
時
の
基
本
的
態
度
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
例
え
ば
、
あ
る
日
の

R
E
A
ス
タ

v
フ

と
の
会
談
の
模
様
を
、
彼
は
お
そ
ら
く
満
足
感
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
た
。

私
は
そ
の
う
ち
と
け
た
雰
閤
気
に
感
銘
を
受
け
た
。
彼
ら
は
南
部
に
適
用
さ
れ
て
い
る
隈
定
サ
ー
ビ
ス
プ
ヲ

γ

(
ロ
自
由
件
。
a

ωm耳目
B
E
mろ
を
と
り
わ
け
誇
り
に
し
て
い
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
き
わ
め
て
貧
し
い
世
帯
が
月
に
一
ド
ル
で
電
気
を
、
ニ

O
ド

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
で
ラ
ジ
オ
・
電
気
ア
イ
ロ
ン
そ
の
他
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
:
:
:
経
済
の
物
差
し
の
最
底
辺
に
い
る

円弱
V

人
々
に
こ
の
種
の
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
を
、
彼
ら
は
こ
の
う
え
な
く
誇
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
強
調
は
引
用
者
〉

少
な
く
と
も
、
ウ
ォ

1
レ
ス
は
R
E
A事
業
の
一
一
側
面
に
多
大
の
関
心
を
寄
せ
、
ま
た
積
極
的
な
支
持
を
与
え
た
。

R
E
Aが
組
織
し

た
、
電
力
供
給
を
受
け
る
た
め
の
農
民
の
協
同
組
合

(
8
0宮
自
門
ぞ
ろ
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
農
民
の
協
同
組
合
は
、
実
は
R
E
A
の

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ

l
デ
ィ

1
ル
の
国
家

一一一一一
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み
な
ら
ず
F
S
A
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
が
今
後
ま
す
ま
す
大
々
的
に
採
用
す
べ
き
制

ハ
お
)

度
と
し
て
、
ウ
ォ

1
レ
ス
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ウ
ォ
1
レ
ス
が
格
別
の
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
裕
福
な
農
民
層
に
よ
る
既
存
の
大
規
模
な
協
同
出
荷
組
合
で
は
な
く
、
大
農

場
に
対
抗
す
る
た
め
の
小
農
・
貧
農
に
よ
る
協
同
組
合
、
そ
れ
も
と
く
に

F
S
A
の
後
援
を
受
け
た
共
同
生
産
お
よ
び
共
同
購
入
の
た
め

の
協
問
組
合
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
彼
は
三
九
年
八
月
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

農
民
の
協
同
組
合
を
定
着
さ
せ
る
う
え
で
、

F
S
A
は
先
頭
を
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
農
産
物
低
価
格
と
困
窮
農
民
の
低

所
得
の
た
め
に
、
多
く
の
者
が
:
:
:
効
率
的
な
耕
作
に
必
要
な
新
し
い
設
備
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
機
械
と

労
働
力
を
大
量
に
投
入
す
る
農
場
の
大
規
模
化
と
集
中
化
の
傾
向
は
、
伝
統
的
な
家
族
規
模
農
場
で
働
く
農
民
の
困
難
を
増
し
て
き

で
い
ま
す
。
小
農
が
効
率
的
な
経
営
を
行
な
う
う
え
で
、
彼
の
競
争
相
手
で
あ
る
大
農
場
保
有
者
と
対
等
な
条
件
を
賦
与
す
る
政
策

を
、
連
邦
政
府
の
も
と
で
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
:
:
:
〔
こ
の
た
め
に
〕

F
S
A
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
同
組
合
サ
ー
ビ
ス
融
資
を
通
じ
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
小
グ
ル
ー
プ
の
協
同
組
合
を
発
展
さ
せ
て
き
て
お
り
、
今
日
そ
れ
は
一

万
五
千
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
一
二
万
人
以
上
の
低
所
得
農
民
に
、
共
同
使
用
お
よ
び
共
益
用
の
設
備
を
提
供
し
て
い
る
の

〈
幻
)

で
す
。
(
強
調
は
引
用
者
)

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
ウ
ォ
l
レ
ス
は
さ
ら
に

R
E
A
の
協
同
組
合
に
つ
い
て
も
言
及
し
、

「
協
同
組
合
的
方
法
が
急
速
に
前
進

〔
R
E
A
に
よ
る
〕
農
村
電
化
の
分
野
に
お
い
て
で
あ
り
」
、
「
電
気
設
備
購
入
の
た
め
の
協
同
組
合
組

織
な
く
し
て
は
、
農
村
の
電
化
が
短
期
間
に
こ
れ
ほ
ど
進
む
こ
と
は
あ
?
え
な
か
っ
た
」
と
述
べ
問
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
農

し
た
最
も
顕
著
な
例
の
一
つ
が
、

業
協
同
組
合
、
そ
れ
も
と
り
わ
け
富
農
・
大
農
に
対
抗
す
る
た
め
の
佐
賀
農
・
小
農
の
協
同
組
合
は
、

「
ア
メ
H
J
カ
民
主
主
義
を
永
続
的
な



基
盤
の
上
で
再
構
築
す
る
際
に
、
然
る
べ
き
役
割
を
演
ず
る
で
あ
ろ
ゆ
」
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ォ

i
レ
ス
が
協
同
組
合
を
大
規
模
に

導
入
し
て
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
を
よ
り
民
主
的
な
も
の
に
再
編
成
し
よ
う
と
構
想
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
協
同
組
合

制
度
は
ウ
ォ
i
レ
ス
に
と
っ
て
、
農
業
の
領
域
を
越
え
た
政
治
経
済
体
制
的
含
意
を
持
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
刊
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
ウ
ォ
i
レ
ス
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
協
同
組
合
へ
の
信
念
が
、
単
に
彼
個
人
の
見
解
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
他
の
多
く
の
農
務
省
幹
部
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

「
私
の
知

る
限
り
で
は
、
農
務
省
内
の
す
べ
て
の
影
響
力
あ
る
ス
タ
ッ
フ
は
完
全
に
、
か
つ
確
固
と
し
て
、
協
同
組
合
原
理
の
健
全
性
を
信
奉
し
て

い
却
」
の
で
あ
っ
た
。
協
同
組
合
に
つ
い
て
の
ウ
ォ

i
レ
ス
の
態
度
も
、
相
当
程
度
省
首
脳
部
主
流
の
集
団
的
な
見
解
で
あ
っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

三
、
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
l
最
後
の
社
会
改
革

ニ
ュ

1
デ
ィ
!
ル
期
に
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
は
今
日
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
当
時
に
お

い
て
は
農
産
物
余
剰
を
分
配
す
る
と
同
時
に
都
市
の
低
所
得
者
層
を
救
済
す
る
手
段
と
し
て
、
ウ
ォ

i
レ
ス
ら
農
務
省
幹
部
か
ら
き
わ
め

て
重
視
さ
れ
、
大
い
に
期
待
さ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
。

マ
イ
ロ
・
パ
!
キ
シ
ス
に
触
れ
る
こ
と
な
し
に
、
こ
の
制
度
を
語
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
ウ
ォ
!
レ
ス
の
回
顧
に
よ

れ
ば
、

ウ
ォ

i
レ
ス
は
一
九
一
一
一
五
年
頃
か
ら
、

「
二
重
価
格
制
度
」
、
す
な
わ
ち
、
「
食
糧
を
通
常
の
商
業
ル

i
ト
を
通
じ
て
、
国
民
の
因

窮
層
へ
は
低
い
錨
格
水
準
で
与
え
、
そ
れ
以
外
の
人
々
に
は
普
通
の
儲
格
で
供
給
す
る
」
制
度
の
可
能
性
を
検
討
し
て
き
た
が
、
彼
の
秘

書
パ

l
キ
ン
ス
も
ウ
ォ

i
レ
ス
が
「
こ
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
自
身
そ
れ
に
つ
い
て
本
格
的
に
考
え
始
め
た
。
」

下
層
農
民
問
題
と
品
品
、
i
J
アィ
1
ル
の
淘
家

一一一一一一一



二
二
四

そ
し
て
あ
る
日
、
「
彼
は
最
終
的
に
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
口
に
し
」
、

〈
州
出
〉

魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ォ
!
レ
ス
は
そ
れ
に

パ
l
キ
ン
ス
は
ヒ
ュ

l
ス
ト

γ
に
お
い
て
二
六
才
で
鞄
業
の
会
社
を
組
織
し
、
三
四
年
に
は
一

O
O万
ド
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
っ
て

い
た
。
こ
の
頃
、
彼
は
全
く
面
識
が
な
か
っ
た
ウ
ォ

l
レ
ス
に
宛
て
て
書
簡
を
送
り
、
金
儲
け
に
は
飽
き
た
こ
と
、

「
自
分
の
全
精
力
を

ニュ

I
デ
ィ

i
ル
の
諸
原
則
の
た
め
に
注
ぎ
た
い
」
こ
と
、

ウ
ォ

l
レ
ス
な
ら
こ
の
よ
う
な
野
心
を
持
っ
た
人
間
に
見
合
っ
た
職
を
与
え

て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
皆
、
書
き
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
紙
が
ア
プ
ル
ピ
ー
ら
の
限
に
止
ま
っ
て
ウ
ォ

l
レ
ス
の
も
と
へ
届

〈
円
相
〉

け
ら
れ
た
結
果
、
彼
は
年
俸
五
六

0
0ド
ル
で
ウ
ォ

l
レ
ス
の
秘
書
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
パ

l
キ
ン
ス
は
一
ニ
七
年
に

F
S
A
次
長
に
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に

A
A
A
副
局
長
(
〉
Z
R
U
Z
K
F仏
B
E
E
E
Z円
)
兼
任
で
、
余

剰
作
物
の
新
た
な
分
配
方
法
を
考
案
す
る
任
務
を
帯
び
て

F
S
C
C
総
裁
に
昇
任
し
た
。

F
S
C
C
は
余
剰
農
産
物
を
買
上
げ
て
貧
窮
家

庭
や
失
業
者
な
ど
へ
分
配
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
一
一
三
年
に
独
立
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
三
五
年
一
一
月
に
農
務
省
に
編
入
さ

れ
て
い
た
o
F
S
C
C
総
裁
と
い
う
職
務
は
、
生
産
制
限
に
代
表
さ
れ
る
「
欠
乏
の
経
済
学
」
を
嫌
悪
し
「
豊
か
さ
」
の
提
唱
者
で
あ
っ

〔

H
H
)

た
パ
!
キ
ン
ス
に
は
、
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
彼
は
四

0
年
代
に
入
っ
て
も
、
副
大
統
領
ウ
ォ

i
レ

ハ必〉

か
っ
彼
の
数
少
な
い
親
友
の
一
人
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

ス
の
忠
実
な
部
下
、

ス
タ
ン
プ
制
度
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
比
較
的
単
純
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
を
採
用
す
る
市
内
に
在
住
す
る
低
所
得
者
層
は
食
糧
購
入
用
の

オ
レ
ン
ジ
色
の
ス
タ
ン
プ
を
買
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
時
同
時
に
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
ス
タ
ン
プ
二
枚
に
つ
き
一
枚
の
ブ
ル
ー
の
ス
タ
ン
プ

が
無
料
で
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
。
彼
ら
は
こ
の
二
種
類
の
ス
タ
ン
プ
を
使
用
し
て
、
連
邦
政
府
の
数
少
な
い
分
配
機
関
を
通
し
て
で
は
な

く
市
内
の
通
常
の
食
料
品
宿
に
お
い
て
、
余
剰
農
産
物
と
指
定
さ
れ
た
食
糧
を
購
入
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
に
よ
る
余
剰
農
産



物
の
分
配
自
体
は
ニ
ュ

l
デ
ィ

i
ル
開
始
直
後
か
ら
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
方
法
は
出
先
分
配
機
関
の
数
が
不
足
が
ち
に

な
る
た
め
し
ば
し
ば
長
蛇
の
列
が
生
じ
、

し
か
も
分
配
口
問
回
数
も
限
定
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ス
タ
ン

プ
制
度
で
は
市
中
の
数
多
く
の
一
般
食
料
品
庖
が
窓
口
と
な
る
た
め
、
連
邦
政
府
機
関
を
設
置
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
維
持
す
る
経
費
が
か
か

ハM
叩

)

ら
ず
、
ま
た
ス
タ
ン
プ
を
使
用
す
る
側
も
近
隣
の
商
応
に
お
い
て
随
時
選
択
的
に
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

農
務
省
、
が
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
農
産
物
の
国
内
市
場
の
拡
大
を
期
待
し
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
余
剰
作
物
を
外
国
ヘ
ダ
ン

(
円
引
〉

ピ
ン
グ
す
る
よ
り
国
内
ヘ
ダ
ン
ピ
ン
グ
し
た
方
が
ま
し
だ
と
語
っ
た
の
は
、
ウ
ォ

l
レ
ス
農
務
長
官
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
制
度
が
余
剰
農
産
物
を
処
理
す
る
た
め
の
政
府
助
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、

た
だ
し
そ
れ
は
一
律

に
農
産
物
価
格
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
特
定
の
経
済
集
団
を
と
く
に
手
厚
く
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
事
業

が
都
市
低
所
得
者
層
に
と
っ
て
も
十
分
魅
力
的
な
制
度
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
F
S
A
の
よ
う
に
保

守
系
農
民
団
体
か
ら
強
い
抵
抗
を
被
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
下
層
国
民
の
救
済
に
強
い
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
農
務
省
幹

部
、
と
り
わ
け
パ

l
キ
ン
ス
と
ウ
ォ
!
レ
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
は
余
剰
を
食
べ
て
い
る
の
だ
。
」
「
い
つ
の
日
か
、
同
じ
原
則

ハ
品
目
V

に
立
脚
す
る
ア
プ
p

・t-
チ
が
わ
が
国
の
失
業
問
題
に
も
採
用
さ
れ
る
と
き
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
彼
は
語
っ
た
。
同
時
に
、
彼
は
こ

パ
i
キ
ン
ス
は
精
力
的
か
つ
情
熱
的
に
事
業
を
推
進
し
た
。

の
頃
大
統
領
候
補
の
一
人
と
目
さ
れ
始
め
た
ウ
ォ
1
レ
ス
の
名
を
宣
伝
す
る
た
め
の
活
動
も
行
な
っ
て
い
た
。
彼
は
ウ
ォ

l
レ
ス
が
「
ス

〈
伺
)

タ
ン
プ
制
度
の
貢
献
者
で
あ
る
こ
と
が
、
も
っ
と
強
く
喧
伝
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
」
こ
の
制
度
は
、
少
な
く
と
も
結
果
的
に

は
、
こ
れ
ま
で
自
ら
の
支
持
基
盤
を
も
っ
ぱ
ら
農
村
に
求
め
て
き
た
ウ
ォ

1
レ
ス
に
、
ラ
ガ

i
デ
ィ
ア
や
ガ
フ
ィ
上
院
議
員
ら
リ
ベ
ラ
ル

派
の
都
市
政
治
家
と
の
接
点
を
提
供
す
る
も
の
で
も
あ
っ
問
。
ス
タ

γ
ブ
制
度
は
、
も
と
よ
り
ウ
ォ
l
レ
ス
の
選
挙
運
動
の
た
め
に
着
手

下
層
農
民
問
題
と
ユ
ナ
l
J

アィ
1
ル
の
国
家

二
二
五



二一一六

さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
要
素
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

-
九
三
九
年
一
一
一
月
一
三
日
、
ウ
ォ

1
レ
ス
農
務
長
官
と
食
料
品
陪
全
国
団
体
代
表
に
よ
っ
て
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
の
開
始

が
正
式
に
公
表
さ
れ
、
そ
れ
は
同
年
五
月
二
ハ
日
よ
り
、
ま
ず
四
一
ュ

l
ヨ
i
ク
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
i
市
に
お
い
て
実
験
的
に
開
始
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、

適
用
対
象
都
市
は
以
後
急
速
に
増
加
さ
れ
、
早
く
も
同
年
八
月
、
こ
の
事
業
が
よ
り
一
層
拡
張
さ
れ
る
こ
と
が
農
務
長
官
に
よ
っ
て
公
表

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ォ

l
レ
ス
の
声
明
に
よ
れ
ば
、

ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
実
験
は
成
功
で
あ
っ
た
。

研
究
が
今
後
と
も
引
き
続
き
心
強
い
結
果
を
示
し
続
け
れ
ば
、
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
は
:
:
:
農
産
物
余
剰
を
除
去
し
な
が
ら
同
時

に
、
現
在
不
十
分
な
食
事
し
か
と
っ
て
い
な
い
国
民
層
に
よ
り
多
く
の
食
糧
を
提
供
す
る
た
め
の
、
ま
こ
と
に
効
果
的
な
国
家
事
業

へ
発
展
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
減
。

と
、
当
時
ウ
ォ

i
レ
ス
は
語
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
食
料
品
賠
で
の
取
引
量
の
伸
び
は
、
地
域
内
の
数
多
く
の
他
部

門
の
商
取
引
も
刺
激
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
市
内
の
低
所
得
者
居
住
地
域
で
の
食
糧
販
売
総
額
が
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
、
と

の
報
告
も
な
さ
れ
問
。
ゥ
ォ

l
レ
ス
は
一
ニ
九
年
一
一
月
の
覚
書
で
、
こ
の
制
度
の
拡
大
を
正
式
に
ロ

i
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
要
請
し
た
の
で
あ

ハ

mv
る。

一
九
四

O
年
夏
ま
マ
に
、
ス
タ
ン
プ
制
度
は
ラ
ガ
l
デ
ィ
ア
市
長
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
含
む
一

O
O近
く
の
都
市
で
成
功
裏
に
運
営

さ
れ
て
お
り
、
他
に
六

O
Oの
市
が
参
加
を
申
し
込
ん
で
い
た
。
四
一
年
五
月
の
時
点
で
参
加
者
総
数
は
四

O
O万
人
に
迫
っ
て
お
り
、

連
邦
政
府
は
一
人
当
り
月
額
二
・

O
九
ド
ル
か
ら
ニ
・
九
八
ド
ル
を
支
給
し
て
い
る
計
算
に
な
っ
て
し
通
。

世
界
情
勢
が
緩
和
し
、
大
量
の
失
業
者
が
存
在
し
な
く
な
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
余
剰
農
産
物
を
都
市
の
困
窮
層
に
分
配
す
る
た



〈
閉
山
)

め
の
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
を
維
持
し
、
拡
大
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

と
一
九
四

O
年
に
ウ
ォ

i
レ
ス
は
一
諮
っ
た
が
、

は
た
し
て
戦
時
経
済
の
も
と
で
食
糧
需
要
が
飛
躍
的
に
伸
び
雇
用
の
機
会
も
劇
的
に
増
大

し
た
と
き
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
加
え
て
保
守
化
し
た
議
会
の
圧
力
が
重
な
っ
た
際
、
都
市
の
貧
困
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か

(
四
叩
)

わ
ら
ず
、
こ
の
制
度
は
停
止
さ
れ
た
。
(
一
九
四
三
年
三
月
一
日
)
「
ニ
ュ
l
デ
ィ
l
ル
の
も
っ
と
早
い
段
階
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
制

ハ
ぬ
)

度
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に
全
国
的
規
模
で
開
始
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
語
っ
た
が
、
こ
れ
は
正
鵠

〈

ω)

「
農
務
省
に
よ
る
戦
前
最
後
の
社
会
改
革
」
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
が
援
活
す
る
の
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
一
九

を
射
た
論
評
と
い
え
よ
う
。

六
0
年
代
の
繁
栄
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

回、

F
C
A
-集
権
と
統
合
の
プ
ラ
ン

第
二
期
ロ

i
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
末
期
に
お
い
て
、
農
業
の
領
域
で
最
も
深
刻
な
政
治
的
争
点
と
な
っ
た
の
が

F
C
A
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
一
一
一
九
年
六
月
の
農
務
省
へ
の
編
入
そ
の
も
の
が
、
一
大
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
か
ね
て
か
ら
、
農
務
省
内
に
は

A
A
A
を
中

心
に
、

F
C
A
の
融
資
事
業
は

A
A
A
の
生
産
調
整
事
業
と
よ
り
緊
密
に
連
絡
さ
れ
、
生
産
調
整
事
業
へ
参
加
す
る
こ
と
へ
の
誘
因
と
さ

門
市
出
〉

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
方
が
存
在
し
て
い
た
。
実
際
、

「
も
し

F
C
A
と
A
A
A
が
、
土
壌
保
全
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
定
、
農

ハ
町
田
)

家
所
得
の
上
昇
を
目
指
し
て
堅
固
な
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
た
ら
、
ど
れ
だ
け
強
力
な
チ
l
ム
に
な
る
で
し
ょ
う
か
」
と
四

O
年
に
率
誼
に
語

ウ
ォ

i
レ
ス
農
務
長
官
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
グ
レ
イ
ン
ジ
系
の

F
C
A幹
部
の
方
は
独
立
機
関
と
し

〈
邸
〉

て
の
地
位
を
失
っ
て
ウ
ォ

l
レ
ス
の
支
配
す
る
農
務
省
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
、
編
入
後
も
激
し
く
抵
抗
し
続
け
た
。

っ
た
の
は
、

編
入
完
了
直
後
に
ウ
ォ

l
レ
ス
が
、
省
内
で
の

F
C
A
の
独
立
性
を
尊
重
す
る
声
明
を
公
表
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
彼
ら
の
不
安
と
請
疑

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ

1
デ
ィ
1
ル
の
国
家

二
二
七



二
二
八

〈
M
凹

)

を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の

F
C
A
問
題
が
真
に
深
刻
化
し
、

A
F
B
F
ま
で
も
が
農
務
省
の

F
C
A
に
断
固
反
対
し
始
め
た
の
は
、

F
-
F
・

〈
筋
)

ヒ
ル
前
任
F
C
A
局
長
が
更
迭
に
近
い
形
で
辞
任
し
た
後
の
ゴ
一
九
年
一
一
月
、
新
局
長
に

A
・
G
-
ブ
ラ
γ
ク
を
任
命
す
る
と
の
ウ
ォ
l

〈
白
山
)

レ
ス
の
意
向
、
が

A
F
B
F会
長
オ
ニ
!
ル
に
伝
え
ら
れ
た
の
ち
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ヅ
グ
は

A
A
A
の
コ
i
ソ
日
ホ
ず
グ
課
長
時
代
か
ら
、

地
方
の

A
A
A
委
員
会
(
と
く
に
中
西
部
)
に
お
け
る
普
及
部
H
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト

H
A
F
B
F
の
影
響
力
を
極
小
化
し
ょ

う
と
努
め
、
委
員
会
か
ら
一
般
的
に
共
和
党
色
の
濃
い

A
F
B
F系
農
民
を
排
除
し
て
き
た
筋
金
入
り
の
リ
ベ
ラ
ル
派
官
僚
で
、

ウ
ォ

1

レ
ス
の
「
右
腕
」
と

A
F
B
F
か
ら
局
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
は
、

A
F
B
F
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
考
え
う
る
限
り
最
悪
の
人
選
で

(
m
w
)

〈
同
叩
〉

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
オ
-
一

1
ル
に
よ
れ
ば
、
彼
は

F
C
A
の
職
員
を
震
え
上
が
ら
せ
る
「
手
ご
わ
い
男
」
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

A
・
G
-
ブ
一
フ
ず
グ
は
三
九
年
一
二
月
二

O
日
、
ウ
ォ

I
ν

ス
の
勧
告
ど
お
り

?
I

(ωv 

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
っ
て
局
長
〈
の
O
〈

0
3
0る
に
任
命
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

A
F
B
F
、
グ
レ
イ
ン
ジ
、
そ
れ
に
何
人
か
の
議
員

〈

拘

〉

は
、
こ
の
後
も
ブ
ラ
ヅ
ク
局
長
へ
の
敵
意
を
表
明
し
、

F
C
A
を
独
立
機
関
に
復
帰
さ
せ
る
運
動
を
続
け
た
。

A
F
B
Fが
こ
の
よ
う
な

A
F
B
Fが
執
掲
に
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

形
で

F
C
A
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
農
業
の
領
域
に
お
け
る
当
時
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ウ
ォ

1
レ
ス
ら
農
務
省
幹
部
と

A
F
B
F
の
対
立
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、

い
わ
ゆ
る
ジ
旦

I
ン
ズ
法

案
(
国
・
同
・
∞
怠
∞
)

の
突
然
の
議
会
提
出
で
あ
っ
た
。

(
一
九
四

O
年
一
一
一
月
四
日
)

こ
の
法
案
の
狙
い
は
、

F
C
A
の
下
部
組
識
の
分
権

的
構
造
を
少
し
で
も
集
権
化
し
、

F
C
A局
長
の
権
限
を
あ
る
程
度
強
化
す
る
と
と
も
に
、
再
融
資
の
条
件
を
緩
和
す
る
な
ど
し
て
当
時

激
増
し
つ
つ
あ
っ
た
抵
当
流
れ
へ
の
件
数
を
少
な
く
し
、
ま
た
暫
定
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
コ
了
五
パ

i
セ
ン
ト
と
い
う
低
利
率

を
さ
ら
に
継
続
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ウ
ォ

l
レ
ス
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
抵
当
流
れ
の
激
増
に
見
ら
れ
る
農
業
金
融
の
現
在
の
困
難
は
、



F
C
A
が
農
務
省
に
編
入
さ
れ
た
以
上
、

〈

η〉

度
よ
り
も
は
る
か
に
幅
広
い
見
地
か
ら
運
営
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
。

「
一
九
二

0
年
代
に
な
さ
れ
た
誤
り
の
帰
結
」
な
の
で
あ
り
、

「
そ
れ
は
通
常
の
私
的
銀
行
制

た
の
は
、

グ
レ
イ
ン
ジ
や

A
F
B
F
は
、
以
上
の
す
べ
て
の
点
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
、
法
案
提
出
の
際
何
ら
の
諮
問
も
受
け
な
か
っ

ハ

mv

「
出
し
抜
き
行
為
」
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
農
業
界
の
代
表
を
も
っ
て
自
認
す
る

A
F
B
F幹
部
に
と
っ
て
許
し
難
い
暴
挙
・

実
際
、
こ
の
法
案
提
出
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
農
務
省
の
側
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
提
案
者
の
マ

i
ヴ
ィ
ン
・
ジ
ョ

i
ン
ズ
下

院
農
業
委
員
長
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
案
は
「
ブ
ラ
γ
ク
ら
一
派
」
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
り
、
ウ
ォ

l
レ
ス
自
身
も
強
い
関
心
を
抱
い
て

、R

司

o

h
u
w
必
/

ジ
ョ

i
ン
ズ
法
案
な
る
も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
〔
農
務
〕
長
官
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
の
で
、

(
引
内
)

の
儀
礼
と
し
て
私
が
提
出
し
た
ブ
ラ
ヅ
ク
法
案
な
い
し
は
ウ
ォ

l
レ
ス
法
案
、
だ
っ
た
の
で
す
。

〔
農
務
〕
省
へ

一
一
一
・
五
パ

1
セ
ン
ト
の
利
子
率
に
強
く
反
対
し
た
の
は
農
業
団
体
よ
り
も
民
間
の
銀
行
金
融
業
者
の
側
で
あ
っ
た
閥
、

A
F
B
Fが
故

し
く
本
法
案
に
抵
抗
し
た
最
大
の
理
由
は
、
農
業
政
策
の
決
定
過
程
そ
の
も
の
と
、
そ
の
執
行
を
担
当
す
る
政
府
諸
機
関
が
、
彼
ら
が
影

響
力
を
及
ぼ
し
え
な
い
形
で
統
合
化
・
集
権
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
き
わ
め
て
強
い
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
統
合
の
問
題
は
一
九
三
八
年
頃
か
ら
表
面
化
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
既
存
の
農
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
相
互
間
の
調
整
と
土
地
利

用
の
計
画
化
を
目
的
と
し
て
全
国
的
に
カ
ウ
ン
テ
ィ
土
地
利
用
計
画
化
委
員
会
な
ど
が
設
置
さ
れ
始
め
て
い
問
。
連
邦
政
府
は
こ
の
よ
う

な
農
務
省
機
闘
を
通
し
て
ま
す
ま
す
積
極
的
に
カ
ウ
ン
テ
ィ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
介
入
を
深
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
現
実
に
省
内
の

(刀〉

農
業
経
済
局
(
∞
ロ
5
8
0同
〉
m
H
W巳
宮
話
回
一
切
の
0
8
5向
。
田
〉
に
諸
事
業
計
画
化
の
た
め
の
よ
り
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

い
ま
や

F
C
A
も
こ
の
よ
う
な
農
務
省
に
、
単
に
所
属
す
る
だ
け
で
な
く
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
で
あ

A
F
B
F
に
は
、

下
回
閣
農
民
問
題
と
ユ
ュ
1
d
アィ
l
ル
の
国
家

二
二
九



一一一ニ
O

ろ
う
。
そ
の
長
に
は
す
で
に
ウ
ォ

i
レ
ス
の
腹
心
の
部
下
が
坐
り
、
ウ
ォ

l
レ
ス
も
、
そ
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
も
、

F
C
A
の
政
策
を
省
内
既

ハ
刊
同
〉

存
の
諸
活
動
と
統
合
・
調
整
す
る
必
要
性
を
公
号
一
閃
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
「
農
業
問
題
に
対
し
て
、

F
C
Aが
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、

〈

mm〉

農
務
省
が
全
く
異
な
っ
た
ア
プ
口

i
チ
を
採
用
す
る
と
い
う
の
で
は
、
農
業
政
策
を
真
に
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
す
。
」

A
F
B
F
の
幹
部
が
彼
ら
の
言
う
こ
の
「
F
C
A闘
争
」
に
お
い
て
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

は
た
し
て

F
C
A
の
「
ワ
ン
マ
ン
支

配

「
政
府
に
よ
る
統
制
」
か
「
農
民
に
よ
る
統
制
」
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
具
体
的
に
要
求
し
た
の
は
、

「
政
権

の
交
代
や
省
幹
部
の
政
治
的
野
心
あ
る
い
は
党
派
的
考
慮
な
ど
に
よ
っ
て
政
策
が
左
右
さ
れ
る
」
農
務
省
か
ら
F
C
A
を
再
び
分
離
し
、

〈

m叩
)

「
独
立
・
超
党
派
」
の
委
員
会
に

F
C
A
を
運
営
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

知

-
e
H
喝

I

J

、

争
J

ふ
j
I
L

A
F
B
F
と
ウ
ォ
1
レ
ス
・
農
務
省
の
対
立
が
単
に

F
C
A問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
端
的
に
い
え
ば
、

一
九
三
七
i
一
二
八
年
頃
か
ら
両
者
の
関
係
は
着
実
に
悪
化
の
一
途
を
辿
つ

て
い
た
の
で
あ
る
。

A
F
B
F
は
F
S
A設
置
に
当
初
か
ら
反
対
で
あ
っ
た
し
、

一
九
一
一
一
八
年
農
業
調
整
法
成
立
に
際
し
て
、
ま
た
公
正

ウ
オ
}
レ
ス
の
態
度
が
あ
ま
り
に
「
消
費
者
寄
り
、
労
働
者
寄
り
」
で
あ
る
と
感
じ
始
め
て
い
迎
。
さ
ら

労
働
基
準
法
支
持
に
お
い
て
、

に
、
と
く
に
中
西
部
の

A
F
B
F
に
と
っ
て
深
刻
な
組
織
上
の
問
題
と
し
て
、
一
二

0
年
代
後
半
ま
で
に

A
A
A
の
地
方
委
員
会
は
徐
々
に

A
F
B
F
、
普
及
部
、

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
の
手
か
ら
離
れ
る
傾
向
を
示
し
、
そ
れ
に
代
え
て
民
主
党
系
農
民
、
あ
る
い
は
全

国
農
民
組
合
(
沼
己
目
。
口
同
日
明
削
弓
自
由
円
曲
ロ
ロ
目
。
P
以
下
N
F
U
と
略
)
系
農
民
を
多
数
擁
す
る
に
至
っ
た
。

A
F
B
Fが
こ
の

A
A
A
の

〈
目
白
〉

委
員
会
組
織
を
し
ば
し
ば
「
ウ
ォ

l
レ
ス
の
政
治
的
マ
シ
l
ン
」
と
非
難
し
た
の
も
、
あ
な
が
ち
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

A
A
A
地
方
委
員
会
よ
り
集
権
的
で
と
き
に
黒
人
も
雇
用
し
た

F
S
A
の
地
域
委
員
会
に
対
し
て
も
、
と
く
に
南
部
の

A
F
B
F系
農
民

が
激
し
い
敵
意
を
示
し
て
い
迎
。
先
ほ
ど
触
れ
た
カ
ウ
ン
テ
ィ
土
地
利
用
計
画
化
委
員
会
が
登
場
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い



て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

A
F
B
F
は
普
及
部
や
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
早
イ
ジ
ェ

γ
ト
と
の
特
殊
な
共
棲
関
係
が
そ
の
出
生
と
異
常
な
発
育
・

肥
大
化
の
秘
密
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
自
ら
の
力
の
及
び
え
な
い
対
抗
的
な
農
務
省
機
関
の
存
在
に
は
こ
と
さ
ら
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
グ
ラ
ン
ト
・
マ
ツ
コ
ネ
ル
が
か
つ
て
指
摘
し
た
ご
と
く
、

A
F
B
F
が
「
へ

γ
リ
!
・
ウ
ォ

l
レ
ス
を
拒

〈
削
師
)

絶
し
、
再
編
成
さ
れ
た
農
務
省
と
公
式
に
絶
縁
す
る
方
向
へ
動
い
た
の
も
、
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
己

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
農
務
省
と

A
F
B
F
の
関
係
険
悪
化
と
並
行
し
て
、
実
は
農
務
省
と

N
F
U
の
急
速
な
接
近
が
進
ん
で
い

た。

N
F
U
は
ニ
ュ
!
デ
ィ

i
ル
開
始
当
初
は
ウ
ォ

l
レ
ス
の
幾
務
省
に
非
常
に
敵
対
的
で
あ
っ
た
が
、
一
ニ

0
年
代
後
半
に
、

A
A
A、

穀
物
保
険
、

R
E
A、
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
、
そ
し
て
と
り
わ
け

F
S
A
を
強
く
支
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
加
え
て
累
進
課
税
や
労
働
者

保
護
立
法
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
も
理
解
を
示
し
て
、

ニ
ュ
i
デ
ィ
i
ル
諸
改
革
の
確
間
た
る
支
持
者
へ
転
じ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
ゥ

ォ
!
レ
ス
の
政
治
的
立
場
と
ほ
ぼ
完
全
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
は
、
付
け
加
え
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

一
九
四

O
年
の
時
点
で
は
、

N
F

U
新
会
長
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
パ
ト

γ
や
N
F
U
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
立
法
担
当
代
表
ウ
ィ
ヲ
ア
ム
・
サ
吋
ノ
チ
ャ
ー
ら
が
、

門
前
)

ィ
ス
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウ
ォ

l
レ
ス
の
オ
フ

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
ウ
ォ

i
レ
ス
と

A
F
B
F
の
関
係
悪
化
の
様
相
は
、

四

O
年
四
月
初
め
の
ウ
ォ
!
レ
ス
と
オ
ニ
I
ル
の
電
話
で
の

応
酬
の
記
録
か
ら
克
明
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

南

部

の

農

務

局

〔

A
F
B
F〕
の
人
々
の
一
部
が
き
わ
め
て
不
快
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

0
・
〔
オ
ニ

1
ル〕

|
|
農
務
省
の
い
く
つ
か
の
行
政
機
関
の
こ
と
で
す
:
:
:
。

w
・
〔
ウ
ォ
I
レ
ス
〕

ど
れ
の
こ
と
で
す
か
。

0
・
F
S
A
と
農
業
経
務
局
の
カ
ウ
シ
テ
ィ
計
画
化
〔
委
員
会
〕
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ニ
つ
は
、
彼
ら
を
こ
の
う
え
な
く
苛
立
た

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ナ
ー
デ
ィ
l
ル
の
国
家

一一一一一一



一一一一一一一

せ
て
い
ま
す
。

w
・
誰
を
で
す
か
。

0
・
南
部
諸
州
の
非
常
に
多
く
の
人
々
で
す
。

F
S
A
の
行
動
の
い
く
つ
か
は
、
実
に
彼
ら
を
困
惑
さ
せ
、
苛
立
た
せ
て
い
ま

す
0

・
:
〔
そ
れ
に
〕
長
官
は

F
C
A
を
政
治
的
機
関
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

w
・
・
:
あ
な
た
の
方
は
、
実
際
に
は
保
険
会
社
の
前
衛
と
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、

ア
メ
リ
カ
農
民
の
一

O
パ
l
セ

ン
ト
に
貢
献
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
ぜ
ん
。

0
・
彼
ら
は
長
官
に
つ
い
て
こ
う
一
言
っ
て
い
ま
す
。
長
官
は
政
策
を
作
り
出
す
と
き
、

た
い
て
い
は
下
層
階
級
を
基
準
に
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
彼
ら
恵
ま
れ
ぬ
人
々
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
。
結
構
で
し
ょ
う
。
私
は
長
官
に
同
意
し
ま
す
。
し
か
し
、
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
、
現
に
存
在
す
る
他
の
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
農
民
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
も
利
害
関
係
者

な
の
で
す
か
ら
:
・
。

w
・
ま
こ
と
に
悲
惨
な
状
況
に
い
る
最
下
層
の
農
民
が
ニ

O
O万
人
、

か
な
り
ひ
ど
い
状
態
の
農
民
が
三

O
O万
人
、
そ
し
て
か

な
り
恵
ま
れ
た
農
民
が
一

O
O万
人
存
在
し
て
い
ま
す
。
・
:
私
は
毎
日
、
裕
福
な
農
民
に
大
金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
で
批
判
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

0
・
私
は
多
数
の
地
主
の
間
に
、
相
当
の
憤
激
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
言
っ
て
い
ま
す
。
長
官
は

あ
ま
り
に
左
に
向
き
過
ぎ
て
お
り
、
他
の
人
々

l
つ
ま
り
土
地
を
所
有
す
る
人
々
の
衡
平
に
つ
い
て
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
。

:
・
こ
の
〔
ジ
ョ

l
γ
ズ
〕
法
案
、
こ
の
種
の
こ
と
、
そ
れ
に

F
S
A
の
あ
る
種
の
行
動
が
こ
う
な
る
原
因
な
の
で
す
。

w
・
エ
ド
〔
オ
ニ
I
ル
〕
、
あ
な
た
は
〔
ア
メ
リ
カ
〕
文
明
が
最
近
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
状
態
を
理
解
し
て
い
な
い
よ
う



に
思
わ
れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
内
に
二
種
類
の
人
間
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
最
底
辺
の
人
々
も
、
遺
伝
的
に
は

誰
に
も
劣
ら
ぬ
能
力
を
備
え
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
し
た
と
き
に
は
彼
ら
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
も
は
や

そ
れ
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
南
部
の
農
地
は
少
な
く
な
り
、
人
口
は
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
:
・
彼
ら
に
で
き
る
こ
と
は
、
救
務
機

関
に
加
わ
る
か
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
行
く
こ
と
だ
け
で
す
。
保
守
的
農
民
間
体
の
指
導
者
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
農
民
に
こ
の
よ
う

な
下
層
農
民
の
状
況
を
認
識
さ
せ
る
と
い
う
、
こ
の
う
え
な
く
重
要
な
使
命
を
帯
び
て
い
る
と
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
も
な

く
ば
・
:
底
辺
の
人
々
は
わ
れ
わ
れ
の
文
明
を
覆
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
:
・
こ
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
裕
福
な
農

(
m
m〉

民
団
体
の
傾
向
に
、
私
は
実
に
当
惑
し
て
い
る
の
で
す
。

要
す
る
に
、
こ
の
時
点
で
ウ
ォ

i
レ
ス
と
オ
ニ

l
ル
の
対
立
は
、

n
r
S
A
-
F
C
A
-
農
業
経
済
局
等
の
争
点
ご
と
の
個
別
的
な
処
理
・

解
決
が
不
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
体
系
化
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
構
造
的
な
対
立
へ
転
化
し
て
い
た
と
み
ざ
る
を
え
な

い
川
町
こ
こ
で
争
わ
れ
て
い
た
の
は
、
農
業
政
策
執
行
組
織
の
形
態
に
加
え
て
対
下
層
農
民
政
策
の
是
否
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ウ
ォ

l
レ
ス

に
と
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体
制
の
質
の
問
題
、
彼
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
ア
メ
リ
カ
文
明
の
あ
り
方
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
悪
化
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、

四
O
年
四
月
二
七
日
に
ウ
ォ

1
レ
ス
が
行
な
っ
た
「
全
国
農
業
政
策
に
お
け

る
農
業
金
融
の
地
位
」
と
題
す
る
演
説
で
あ
っ
た
。
場
所
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
・
ポ

i
ル
、
主
催
者
は

N
F
U
と
N
F
U
の
財
政
的
支

〈
四
回
)

柱
、
穀
物
協
同
組
合
全
国
連
合

(ZMEO口
問
こ
り

a
q
m
E
g
え

の

E
Z
n
g
u
o円
丘
町
諸
問
)
で
あ
っ
た
。

N
F
U
の
サ
ッ
チ
ャ

i
は
事
前

に
ウ
ォ

i
レ
ス
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
、
彼
が
「
大
胆
に
し
て
華
々
し
い
演
説
を
行
な
う
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
印
象
づ
け
よ

〈
鴎
)

う
」
と
し
て
い
た
。
彼
は
ウ
ォ

l
レ
ス
を
「
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
ベ
ス
ト
を
尽
し
た
」
。

他
方
、

A
F
B
F
は、

ジ
ョ
ー
ジ
ズ
法
案
へ
の

支
持
の
糾
合
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た
こ
の
集
会
へ
の
動
員
に
、

ア
イ
オ
ワ
等
近
隣
諸
州
の

A
A
A
地
方
委
員
会
の
メ

下
回
問
農
民
問
題
と
ニ
ュ
l
デ
ィ
1
ル
の
国
家
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二
三
四

γ
バ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
、
早
く
か
ら
不
快
と
警
戒
の
念
を
露
骨
に
表
現
し
て
い
た
。
オ
ユ
!
ル
会
長
、
ァ
i
ル
・
ス
ミ

フ
ァ
ー
ム
・
ぜ
ユ

1
ロ
I

ス
副
会
長
、
そ
れ
に
中
西
部
十
州
の
州
農
務
局
連
合
代
表
は
、

A
A
A地
方
委
員
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
近
年
著
し
く
民
主

円

ωv

党
色
を
濃
厚
に
し
た
A
A
A
現
場
職
員
と
A
F
B
F
の
相
互
不
債
を
一
層
深
め
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
前
哨
戦
を
経
た
後
、
ウ
ォ

l
レ
ス
は
プ
ラ
V

グ
ら
と
セ

γ
ト
・
ポ
l
ル
に
乗
り
込
み
、
彼
の
言
う
「
膨
大
な
数
の
聴
純
」

の
前
で
、
サ
ヅ
チ
ャ

i
の
希
望
に
か
な
う
次
の
よ
う
な
演
説
を
行
な
っ
て
ジ
ョ

l
ン
ズ
法
案
へ
の
支
持
を
訴
え
た
。
ま
ず
彼
は
、

わ
れ
の
友
人
の
一
部
さ
え
、
農
業
政
策
の
敵
が
国
中
に
流
布
し
て
い
る
誤
ま
っ
た
言
説
に
歎
か
れ
て
い
滋
」
と
述
べ
て
、
暗
に

A
F
B
F

〈

帥

国

〉

内

山

開

V

や
グ
レ
イ
γ
ジ
を
批
判
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ォ

l
レ
ス
は
F
C
A
に
よ
る
コ
プ
五
パ

l
セ
γ
ト
利
子
率
を
継
続
す
る
決
意
を
表
明
し
、
次

「
わ
れ

い
で
F
C
A問
題
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
F
C
A問
題
は
根
の
深
い
争
点
で
す

0

・:
F
C
A闘
争
は
蟻
烈
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
国
の
将
来
と
世
界
の
民
主
主
義
の

将
来
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
重
要
性
を
持
っ
た
数
多
く
の
戦
い
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
皆
が
戦
い
求
め
て
い
る
の

は
、
基
本
的
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
子
弟
に
十
分
な
衣
食
を
与
え
相
応
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
の
に
十
分
な
収
入
を
得
て
、
毎
年
毎
年

自
分
の
住
ま
い
に
住
み
続
け
る
権
利
な
の
た
一
切
。

し
か
し
、
ウ
ォ

l
レ
ス
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、

F
C
A
も
農
業
問
題
、
と
り
わ
け
下
膚
農
民
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
の
た
め
の
万
能
薬

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
限
ら
れ
た
守
備
範
囲
を
持
つ
に
過
ぎ
ず
、
下
層
農
民
集
団
を
も
対
象
に
加
え
た
包
括
的
政
策
を
実
施
す
る
た
め

に
は
他
の
農
務
省
機
関
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

F
C
Aや
A
A
A
に
よ
っ
て
は
、
ご
く
僅
か
し
か
援
助
さ
れ
え
な
い
お
よ
そ
一

O
O万
の
農
家
世
帯
が
存
在
す
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
人
々
は
F
S
A
か
ら
の
融
資
を
必
要
と
し
て
お
り
、
皐
魁
の
年
に
は
F
S
A
か
ら
の
資
金
供
与
を
必
要
と
す
る
か
も
知
れ
ま
せ



ん
。
ま
た
、
世
界
が
平
穂
に
な
り
、
あ
ま
り
に
多
量
の
失
業
者
が
存
在
し
な
く
な
る
ま
で
、

わ
れ
わ
れ
は
農
産
物
余
剰
を
都
市
の
困

窮
層
に
分
配
す
る
た
め
、
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
を
継
続
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
都
市
の
数
百
万
世
帯
の
人
々
は
、

一
人
あ
た
り
一
食

五
セ
ン
ト
以
下
し
か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
わ
れ
わ
れ
は
全
力
を
尽
し
て
授
ら
が
一
食
に
つ
き
あ
と
ニ
・
五
セ
ン
ト
を
充
て
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、
さ
も
な
く
ば
浪
費
さ
れ
て
し
ま
う
余
剰
農
産
物
を
購
入
す
る
こ
と
が

(

M
田

)

で
き
る
の
で
す
。
(
拍
手
)

要
す
る
に
、

ウ
ォ

l
レ
ス
に
と
っ
て
、

A
A
A
と
F
C
Aが
主
と
し
て
平
均
的
農
民
層
を
一
般
的
に
保
護
す
る
政
策
だ
と
し
た
ら
、

A 
F 

B
F
と
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
農
村
と
都
市
の
下
層
集
団
を
特
別
な
形
で
救
済
す
る
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ

の
政
策
が
併
存
し
、
な
お
か
つ
統
合
さ
れ
て
は
じ
め
て
、

ウ
ォ

l
レ
ス
ら
農
務
省
幹
部
の
目
指
す
強
力
か
っ
・
有
効
な
農
業
政
策
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
か
ら
、

ウ
ォ

l
レ
ス
は
い
さ
さ
か
戦
闘
的
か
つ
扇
動
的
に
こ
の
演
説
を
締
め
く
く
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
自
身
の
民
主
主
義
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
以
上
の
す
べ
て
の
試
み
の
な
か
で
、
土
地
へ
の
融
資
は
そ
の
一
部
分
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
他
の
農
業
政
策
と
と
も
に
、
そ
れ
は
死
活
的
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
農
場
へ
の
融
資
は
安
定

し
た
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
き
わ
め
て
多
大
の
貢
献
を
す
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
演
説
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、

私
は
諸
君
に
団
結
し
て
諸
君
の
住
居
の
た
め
に
戦
う
こ
と
を
訴
え
た
い
の
で
す
。
よ
り
よ
い
融
資
制
度
の
た
め
に
戦
お
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
諸
君
の
農
業
政
諜
を
、
あ
ら
ゆ
る
類
の
敵
か
ら
守
る
た
め
に
戦
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
集
会
は
通
常
の
集
会
と
向
列
の
も

の
で
は
な
い
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
集
会
は
行
動
へ
と
発
展
す
べ
き
で
あ
り
、
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ハ
m出
)

(
拍
手
と
喝
采
)

下
回
眉
農
民
問
題
と
ニ
ュ

i
Jア
ィ

l
ル
の
国
家

二一一一五
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当
時
の
あ
る
新
聞
報
道
は
、
こ
の
集
会
の
背
後
に
は
上
層
三
分
の
一
の
農
民
と
下
層
ゴ
一
分
の
ニ
の
農
民
の
間
の
ま
す
ま
す
深
ま
り
ゆ
く

亀
裂
が
存
在
し
て
お
り
、
ウ
ォ

l
レ
ス
は
後
者
の
人
々
に
よ
り
多
く
の
援
助
を
与
え
る
方
向
へ
方
針
を
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た

凶
v

こ
の
記
事
は
少
な
く
と
も
一
九
四

O
年
時
に
お
け
る
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
一
断
面
を
、
正
確
に
捉
え
て
い
た
と
い
え
よ

う

こ
の
ウ
ォ

i
レ
ス
の
演
説
が
、
と
り
わ
け
そ
の
結
び
の
一
節
が

A
F
B
F幹
部
を
激
怒
さ
せ
た
の
は
、
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
こ
の
放
送
を
聴
い
て
ウ
ォ
!
レ
ス
を
罵
倒
し
、
ウ
ォ
i
レ
ス
は
彼
を
育
て
て
き
た

A
F
B
F
の
親
友
を
裏
切
っ
た
と
感
じ
た
の
で
あ

(

鈎

〉

〈

瑚

)

る
。
彼
ら
は
翌
日
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
直
接
抗
議
を
申
し
入
れ
た
が
、
ウ
ォ

i
レ
ス
の
方
は
「
ジ
ョ

i
ン
ズ
法
案
の
ど
こ
が
・
攻
撃
さ
れ
る

べ
き
か
理
解
に
苦
し
む
。
・
:
ジ
2

・i
ン
ズ
法
案
を
理
解
し
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
大
多
数
の
農
民
は
直
ち
に
支
持
し
て
く
れ
る
も
の
と
私

(

即

)

は
確
信
し
て
い
る
」
と
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
は
や
り
が
い
の
あ
る
戦
い
で
あ
る
し
、
わ
れ
わ
れ
は
勝
勢
に
あ
る
と
信
ず

(

問

)

る
」
と
ウ
ォ
I
レ
ス
は
四
月
二
八
日
の
日
記
に
記
し
て
い
る
。

会
ニ

l
ル
の
方
も
F
C
A
問
題
を
「
ワ

γ
マ
ン
支
配
」
の
試
み
と
決
め
つ
け
、

(

間

)

一
歩
も
退
か
な
い
構
え
を
見
せ
た
。

A
F
B
F公
認
の

塵
史
書
は
、

「
ウ
ォ

i
レ
ス
氏
と
彼
の
旧
友
で
あ
る
農
業
団
体
幹
部
の
聞
の
険
悪
な
関
係
が
二
度
と
修
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
.

:
・
そ
の
日
か
ら
今
日
〔
一
九
四
八
年
〕
に
至
る
ま
で
、

N
F
U
以
外
の
農
民
組
織
の
指
導
者
は
、
農
業
に
関
す
る
限
り
ウ
ォ
i
レ
ス
を
無

(

胤

)

視
し
て
き
た
」
と
断
じ
て
、
両
者
の
疎
隔
の
深
刻
さ
を
露
わ
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

A
F
B
F
や
グ
レ
イ
ン
ジ
か
ら
の
強
力
な

反
対
に
直
面
し
て
、
老
練
な
議
会
戦
略
家
ジ
ョ

I
γ
ズ
も
こ
の
法
案
へ
の
熱
意
を
喪
失
し
、
強
く
成
立
へ
向
け
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か

(

悶

)

っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ォ
1
レ
ス
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
一
九
四
一
年
と
四
二
年
に
同
様
の
法
案
が
提
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
こ
の



〈

珊

)

法
案
が
議
会
を
通
過
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ウ
ォ

l
レ
ス
ら
の
意
気
込
み
と
は
裏
腹
に
、

F
C
A
問
題
は
何
ら
の
具
体
的
な
立
法
的
果

実
を
生
み
出
す
こ
と
な
し
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、

A
F
B
F
・
グ
レ
イ

γ
ジ
と
の
対
決
の
代
価
、
あ
る
い
は
農
業
の
私
的
自
治
侵
害
の

代
償
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
自
律
的
な
農
務
省
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
改
革
を
目
指
し
て
の
行
動
は
、
農
業
の
政
治
過
程
を
劇
的

に
変
化
さ
せ
た
も
の
の
、
国
家
の
側
の
資
源
・
力
の
不
足
ゆ
え
に
、
結
局
そ
の
目
標
達
成
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
一
九
五
三
年
、

F
C
A
は
再
び
独
立
機
関
に
復
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。

五
、
政
治
的
考
慮
と
国
家
像

ウ
ォ
I
レ
ス
の
農
務
省
が
、

A
F
B
F
-
グ
レ
イ
ン
ジ
そ
し
て
相
対
的
に
裕
福
な
地
主
勢
力
な
ど
と
い
く
つ
か
の
重
要
な
政
策
領
域
で

対
決
す
る
姿
勢
を
採
る
に
至
っ
た
経
緯
お
よ
び
そ
の
帰
結
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
は
ア
メ
リ
カ
農
業
界
で
他

を
匡
す
る
強
力
な
政
治
的
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一ュ

l
デ
ィ

l
ル
末
期
の
農
務
省
首
脳
陣
が
い
く
つ
か
の
政

策
領
域
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
農
業
セ
グ
タ
l
内
の
支
配
的
な
政
治
的
利
益
・
要
求
と
衝
突
す
る
態
度
を
示
す
に
至
っ
た
と
、
本
稿
で
指
摘

す
る
こ
と
は
概
ね
正
当
で
あ
る
う
。
む
ろ
ん
、
ウ
ォ

l
レ
ス
ら
が

N
F
U
と
強
固
な
政
治
的
同
盟
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
、

N
F
U
は
例
え
ば
メ

γ
パ
I
数
で
は

A
F
B
F
の
約
八
分
の
つ
グ
レ
イ

γ
ジ
の
そ
れ
さ
え
下
回
る
少
数
集
団
で
あ

(

即

)

っ
た
し
、
し
か
も
F
S
A
な
ど
農
務
省
に
よ
る
急
進
的
な
諸
政
策
は
、
例
え
ば

N
F
U
の
圧
力
に
屈
す
る
形
で
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
は

(

瑚

)

な
く
、
基
本
的
に
は
独
自
の
判
断
、
あ
る
い
は
政
権
全
体
と
し
て
の
政
治
的
考
慮
か
ら
生
ま
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

N
F
U
を
確

固
た
る
支
持
者
と
し
な
が
ら
も
、
ウ
ォ
l
レ
ス
ら
が

A
F
B
F
と
激
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
十
分
注
目
に
値
す
る
現
象

(
瑚
)

で
あ
っ
た
。

下
層
農
民
問
題
と
ニ
品

I
デ
ィ

l
ル
の
国
家

二
三
七
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そ
れ
で
は
、

ウ
ォ
!
レ
ス
ら
が
こ
の
よ
う
な
基
本
的
選
択
を
な
し
た
背
後
に
は
、

い
か
な
る
政
治
的
考
慮
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
関
級
色
の
濃
い
改
革
政
策
や
集
権
化
を
志
向
し
た
政
策
を
根
拠
づ
け
る
、
何
ら
か
の
国
家
像
、
あ
る
い

は
ニ
ュ
i
デ
ィ
l
ル
が
構
築
す
べ
き
新
た
な
ア
メ
リ
カ
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
に
相
当
す
る
も
の
を
、
ウ
ォ
i
レ
ス
ら
は
抱
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
、
最
後
に
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

(
加
〉

ま
ず
、
ウ
ォ

i
レ
ス
ら
の
政
治
的
考
慮
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
に
は
、
農
業
内
の
中
層
下
層
農
民
を
政
治
的
に
動
員
し
て
、
民
主
党

(

m

)

 

と
そ
の
支
持
基
盤
を
可
能
な
限
り
リ
ベ
ラ
ル

H
プ
ロ
グ
レ
ヅ
シ
ヴ
に
し
た
い
と
い
う
期
待
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

F
S
A
に
よ

る
菌
窮
農
民
の
援
助
の
背
後
に
も
、
彼
ら
を
多
少
な
り
と
も
政
治
的
に
活
発
か
つ
有
力
に
し
た
い
と
い
う
動
機
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。

ウ
ォ
l
レ
ス
ら
は
ニ
ュ
!
デ
ィ
l
ル
の
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
ハ
リ

1
・
バ
ー
ド
の
よ
う
な
南
部
保
守
派
の
民
主
党
議
員
を
嫌
悪
し
、
同

時
に
ヒ
ュ
l
イ
・
ロ
ン
グ
や
シ
オ
ド
ア
・
ピ
ル
ボ
ら
急
進
的
、
あ
る
意
味
で
は
デ
マ
ゴ
ギ
ッ
グ
な
政
治
家
の
政
治
的
成
功
を
も
た
ら
し
た

(

山

)

南
部
下
層
集
団
、
と
く
に
プ
ア
ホ
ワ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
政
治
的
覚
醒
に
控
目
し
て
い
た
。
ウ
ォ

1
レ
ス
は
一
ニ

0
年
代
末
期
に
も
た

び
た
び
、
民
主
党
を
リ
ベ
ラ
ル
で
、
「
強
力
か
つ
統
一
さ
れ
た
革
新
的
政
党
」
(
血
可

g
m
ロ
ロ
広
包
胃

omgg22vm円
号
)
に
脱
皮
さ
せ
る

(

出

)

(

別

)

必
要
に
つ
い
て
語
っ
た
。
こ
の
観
点
か
ら
彼
が

N
F
U
の
影
響
力
拡
大
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
し
、
実
際

F
S
A
も
し
ば

(

出

)

し
ば

N
F
U系
の
協
同
組
合
を
支
援
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
に
は
、

一
般
農
民
の
間
で
相
当
程
度
の
支
持
を
↓
享
受
し
て
い
た
生
産
調
整
政
策
H
A
A
A
を
農
業
政
策
の
中
核
に
据
え
る

限
り
、
そ
の
確
固
た
る
支
持
者
で
あ
る

A
F
B
F、
と
り
わ
け
民
主
党
一
党
支
配
地
域
で
あ
る
荷
部
の

A
F
B
Fが
完
全
に
民
主
党
政
権

(

国

)

下
の
農
務
省
か
ら
離
反
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
の
読
み
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
一
般
農
民
に
お
け
る

A
A
A
と
ウ
ォ
l
レ
ス
農
務

へ
出
)

長
官
の
人
気
は
、
ウ
ォ

l
レ
ス
と
農
務
省
に
と
っ
て
貴
重
な
政
治
的
資
源
で
あ
っ
た
し
、
農
務
省
に
よ
る
社
会
改
革
的
政
策
の
遂
行
を
可



能
に
し
た
政
治
的
条
件
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ォ

l
レ
ス
ら
が
た
と
え
A
F
B
F幹
部
と
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
に
し

〈

国

)

ろ
、
ラ
ン
ク
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ル
の
一
般
農
民
や
マ
l
レ
イ
・
リ
ン
カ
ン
(
富
民
話
可

Fgig-S
に
代
表
さ
れ
る
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
派
、

そ
し
て
未
組
織
の
農
民
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
可
能
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

最
後
に
、
ウ
ォ

l
レ
ス
の
政
治
的
野
心
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
然
と
選
挙
運
動
を
組
織
す
る
こ
と
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
彼
が
大

統
領
に
、
あ
る
い
は
ロ

i
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
コ
一
選
出
馬
の
場
合
は
副
大
統
領
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
際
ウ
ォ

1
レ
ス
は
農
業
界
に
主
た
る
支
持
基
盤
を
求
め
つ
つ
も
、

A
F
B
F
の
後
援
を
受
け
た
形
で
農
民
代
表
の
候
補
に

な
る
こ
と
は
望
ま
ず
、
む
し
ろ
労
働
者
や
都
市
リ
ベ
ラ
ル
派
の
政
治
家
か
ら
も
支
持
を
得
ら
れ
る
中
下
層
国
民
の
代
表
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の

(

国

)

候
補
た
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ォ
l
レ
ス
に
と
っ
て
、
そ
し
て
彼
の
昇
任
を
望
み
、
そ
の
た
め
の
運
動
を
組
織
し
た
ア
プ
ル

ピ
ー
や
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
顧
問
た
ち
に
と
っ
て
、
中
西
部
の
共
和
党
系
幹
部
と
南
部
の
保
守
的
地
主
層
を
中
核
と
す
る

A
F
B
F
よ
り

も
、
小
農
を
数
多
く
擁
し
労
働
運
動
に
も
理
解
を
示
す
民
主
党
系
N
F
U
こ
そ
が
、
格
好
の
支
持
者
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
考
慮
・
計
算
あ
る
い
は
野
心
を
抱
く
と
同
時
に
、
ウ
ォ

l
レ
ス
は
ニ
ュ

l
デ
ィ

I
ル
が
目
標
と
し
、
追
求
す
ベ

(
問
〉

き
連
邦
政
府
の
役
割
・
ア
メ
リ
カ
国
家
に
つ
い
て
、
実
は
か
な
り
明
確
な
像
を
結
ぶ
に
至
っ
て
い
た
。
ウ
ォ

1
レ
ス
に
よ
れ
ば
、

一
九
三

0
年
代
の
合
衆
国
に
お
け
る
ご
と
く
、
強
力
に
組
織
さ
れ
た
資
本
・
労
働
・
農
業
団
体
〈
盟
何
回
g
S
2
9
回
m
F
m
g
F
切
符
〉

m
ユ'

g-CM吋
ゆ
〉
が
登
場
し
、
相
捨
抗
す
る
に
至
っ
た
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
が
一
般
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
行
動
す
る
必
要

(
間
〉

性
が
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
大
き
く
な
る
。
政
府
は
こ
れ
ら
大
組
織
集
団
の
「
圧
力
政
治
ゲ
l
ム
」
を
規
制
す
る
た
め
に
、
時
に
「
警
察

官
」
、
時
に
「
統
合
装
置
」
と
し
て
機
能
す
べ
き
で
あ
り
、
資
本
・
労
働
・
農
業
の
組
織
さ
れ
た
三
セ
ク
タ
ー
の
生
産
政
策
及
び
賃
金
政

(

問

)

策
を
「
拡
大
均
衡
政
策
」
の
達
成
に
向
け
て
統
合
し
て
い
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
課
税
と
支
出
に
よ
っ
て
長
期
的
な
経

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ
l
デ
ィ
l
ル
の
国
家

二一一一九



二
四

O

済
的
安
定
を
維
持
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
統
合
装
置
・
安
定
化
装
置
と
し
て
・
有
効
に
機
能
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
具
体
的
に

は
、
大
組
織
集
団
の
経
済
活
動
を
規
制
す
る
た
め
の
新
N
R
A
(全
国
復
興
局
)
や
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー

(
B
E富
山
己

gユロ
mHFoge

〈

m)

な
ど
の
設
置
が
構
想
さ
れ
た
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
職
能
化
・
専
門
化
が
進
ん
だ
複
雑
な
社
会
に
お
い
て
は
、

資
本
・
労
働
・
農
業
の
機
能
を
統
合
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
組
織
さ
れ
ざ
る
集
団
に
対
し
て
積
極
的
な
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
心
に
銘

し
か
し
な
が
ら
、

「
政
府
は
単
に
組
織
さ
れ
た

記
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
:
・
組
織
さ
れ
た
集
団
が
非
常
に
強
力
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
公
共
の
福
祉
を
代
表
す
る
政
府
が
、

さ
も
な
く
ば
無
視
さ
れ
が
ち
な
未
組
織
の
集
団
を
支
持
す
る
た
め
に
、
必
要
が
あ
れ
ば
断
闘
と
し
て
介
入
す
べ
く
十
分
な
権
力
を
持
っ
こ

(

国

)

と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
」
(
強
調
は
引
用
者

)!iウ
ォ

1
レ
ス
は
こ
の
よ
う
に
議
論
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ォ

i

レ
ス
に
よ
れ
ば
、
連
邦
政
府
が
一
般
福
祉
の
た
め
に
強
力
に
介
入
し
な
け
れ
ば
、
企
業
に
よ
る
価
格
及
び
生
産
統
制
、
技
術
革
新
の
衝
撃

な
ど
に
よ
っ
て
、

一
方
で
す
で
に
富
ん
で
い
る
人
々
は
す
ま
す
裕
福
に
な
り
、
他
方
で
最
下
層
で
下
積
み
と
な
っ
て
い
る
国
民
の
一
一
一
分
の

一
の
人
々
は
よ
り
一
層
希
望
の
持
ち
え
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

「
組
織
さ
れ
た
労
働
者
は
組
織
さ
れ
ざ
る
労
働

者
よ
り
も
思
恵
を
蒙
り
、
裕
福
な
農
民
の
方
が
貧
農
よ
り
も
有
利
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
:
:
:
大
企
業
の
方
が
、
零
細
企
業
や
自
営
の
実

(

国

)

業
家
よ
り
も
多
く
を
手
に
す
る
傾
向
が
存
在
し
て
い
る
。
」

と
り
わ
け
、

凄
ま
じ
い
勢
い
で
革
新
化
す
る
現
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題

「
概
し
て
い
え
ば
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
す
で
に
上
位
に
あ
る
者
の
支
配

(

国

)

を
強
化
し
、
下
積
み
で
最
下
層
の
人
々
の
立
場
を
一
一
層
見
込
み
の
な
い
も
の
に
し
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。

は
、
深
刻
な
政
治
的
合
意
を
持
っ
と
認
識
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

ウ
ォ

l
レ
ス
は
論
じ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
治
に
関
す
る
数
多
く
の

(

即

)

「ゲ

l
ム
の
ル

l
ル
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
人
間
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
は
逆
転
す
る
こ
と
が
可
能
」
な
の
で
あ

し
か
し
な
が
ら
、

「
こ
の
状
況
に
必
然
性
は
全
く
な
い
」
と
、



っ
た
。例

え
ば
、
貧
し
い
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
た
め
に
苛
酷
な
搾
取
に
晒
さ
れ
て
い
る
貧
農
に
、
と
り
わ
け
彼
ら
の
子
弟
に
、
十
分
な
教

(

四

)

育
を
施
す
義
務
を
連
邦
政
府
は
州
政
府
と
と
も
に
負
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
総
じ
て
、

ウ
ォ

i
レ
ス
に
と
っ
て
の
根
本
的
問
題

v'J: 

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
企
業
が
濫
用
・
浪
費
す
る
傾
向
が
あ
る
人
的
・
物
的
資
源
の
保
全
に
、
政
府
は
ど
の
程
度
関
心
を
持
つ
ベ
ぎ

か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
ら
答
え
て
い
わ
く
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
連
邦
政
府
は
そ
の
支
出
と
課
税
の
権
限
を
行
使
し
て
、
社
会
保
障
、
小
作
制
度
、
失
業
そ
し
て
国
家
資
産
の
保

(

四

)

全
と
い
う
長
ら
く
無
視
さ
れ
て
き
た
領
域
に
お
い
て
、
積
極
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ず
プ
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
ウ
ォ
l
レ
ス
は
、

で
、
経
済
復
興
達
成
の
た
め
に
、
資
本
・
労
働
・
農
業
の
三
大
組
織
集
団
の
生
産
・
価
格
・
賃
銀
政
策
を
政
府
が
関
与
す
る
形
で
調
整
・

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
第
一
に
、
強
力
な
組
織
集
団
に
対
し
て
も
断
固
毅
然
た
る
態
度
で
臨
ん

統
合
す
る
一
方
、
第
二
に
、
組
織
の
メ
リ
ッ
ト
と
技
術
革
新
の
成
果
を
享
受
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

し
ば
し
ば
そ
の
犠
牲
に
さ
え
な
っ
て

い
る
下
層
一
二
分
の
一
の
閤
民
の
た
め
に
積
極
的
に
介
入
し
、
彼
ら
に
も
平
等
な
機
会
を
与
え
る
べ
く
構
造
的
改
革
を
遂
行
す
べ
き
と
考
え

た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ

i
レ
ス
の
国
家
像
は
、

か
く
し
て
、

「
統
合
」
と
「
介
入
」
と
い
う
形
で
要
約
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し

て
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
小
作
農
救
済
政
策
、
食
糧
ス
タ
ン
プ
制
度
、
農
村
電
化
事
業
、
あ
る
い
は
(
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
)
土

壌
保
全
事
業
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ォ

i
レ
ス
の
連
邦
政
府
観
、
体
制
像
(
と
く
に
「
介
入
」
の
側
面
)
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
、
根

拠
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
l
デ
ィ

l
ル
期
の
国
家
は
、
と
き
に
諸
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
を
主
た
る
機
能
と
す
る
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
国
家
と
表
現
さ
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、

一
九
四

0
年
代
、

五
0
年
代
の
、

ニ
ュ
l
デ
ィ

l
ル
の
遺
産
と
し
て
の
「
ニ
ュ

I
デ
ィ

l
ル
体
制
」
に
つ
い

下
関
眉
農
民
問
題
と
ニ
品

l
デ
ィ

I
ル
の
国
家

二
四



〈

m)

て
語
る
な
ら
と
も
か
く
、

二
回
二

ニ
ュ
l
デ
ィ
i
ル
期
独
自
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
体
制
構
想
の
全
容
を
捉
え
る
視
点
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
妥
当

と
は
い
い
難
い
。
決
し
て
十
分
に
実
効
的
・
具
体
的
な
強
制
装
置
に
担
保
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

ウ
ォ

i
レ
ス
は
強
力
に

組
織
さ
れ
た
利
益
集
団
に
対
し
て
、
基
本
的
に
多
く
の
留
保
付
き
の
厳
格
な
態
度
で
臨
み
、
そ
こ
で
の
連
邦
政
府
の
役
割
を
、
諸
利
益
の

調
整
、

「
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
機
能
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
の
い
う
「
統
合
」
の
観
点
か
ら
き
わ
め
て
積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
し
、
と
り
わ

け
、
未
組
織
集
団
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
責
務
を
「
介
入
」
と
い
う
形
で
強
調
し
て
い
た
。
農
務
省
が
一
九
一
一
一

0
年
代
末
期
に
独
自
の
階

級
的
か
つ
集
権
的
政
策
に
着
手
し
た
背
景
に
は
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
、
政
治
的
考
慮
と
、
長
期
的
な
国
家
構
想
・
体
制
構
想
が
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
過
程
や
政
治
変
動
の
説
明
と
し
て
し
ば
し
ば
、
社
会
レ
ベ
ル
か
ら
の
要
求
(
入
力
〉
と
統
治
機
構
の
側
の
政

策
的
対
応
(
出
力
)
と
い
う
図
式
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
と
き
に
統
治
機
構
あ
る
い
は
閤
家
の
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の

(

問

)

方
が
重
要
で
あ
る
場
合
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
改
め
て
こ
こ
で
指
摘
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
本
稿
で
み
た
例
も
、
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
を

著
し
く
強
め
た
農
務
省
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
そ
の
独
自
の
政
策
構
想
、
政
治
的
考
慮
、
あ
る
い
は
体
制
構
想
に
基
づ
い
て
、
政
策
執
行

過
程
の
集
権
化
を
図
る
と
と
も
に
下
層
農
民
へ
も
配
慮
を
加
え
た
政
策
を
打
ち
出
し
、
農
業
に
お
け
る
政
治
過
程
の
バ
タ
l
γ

を
ニ
ュ
ー

デ
ィ

1
ル
初
期
の

A
F
B
F
と
の
協
調
か
ら
対
決
へ
と
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一ュ

1
デ
ィ

l
ル
後
期
の
農
務
省
に
は
、
通
常
想
定
さ

れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
国
家
と
は
若
干
質
的
に
異
な
っ
た
、

「
統
合
」
日
集
権
化
と
「
介
入
」

H
急
進
的
改
竿
政
策
を
強
く
志
向
す
る
、

L、

わ
ぽ
特
呉
と
も
い
え
る
体
質
が
備
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
農
務
省
が
実
際
そ
の
よ
う
な
額
向
を
帯
び
た
政
策
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
農
業

セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
政
治
過
患
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

農
務
省
の
以
上
の
方
向
へ
の
歩
み
は
、
一
一
一
九
年
頃
か
ら
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
が
外
交
政
策
へ
の
配
慮
か
ら
徐
々
に
改
革
政
策
を
ト
1



γ
・
ダ
ウ
ン
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

〈

問

)

し
ば
ら
く
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
般
に
、
十
分
に
組
織
さ
れ
た
地
主
・
富
農
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
農
産
物
加
工
業
者
な
ど
が
、
民
主
主
義
政
治
過
程
の
い
わ
ゆ
る
通

常
の
利
益
表
出
経
路
(
選
挙
・
圧
力
団
体
・
ロ
ビ
I
イ
ン
グ
・
世
論
操
作
等
)
に
お
い
て
圧
倒
的
に
優
勢
な
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
治
の
世

界
で
は
、

た
と
え
下
層
農
民
が
数
的
に
は
多
数
派
を
構
成
し
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
ら
が
望
む
政
策
、
あ
る
い
は
少
し
で
も
そ
れ
に
近
い

政
策
が
通
常
の
農
業
政
治
の
経
路
を
経
て
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
政

治
資
源
の
乏
し
い
集
団
に
基
本
的
に
は
常
に
不
利
に
作
用
す
る
こ
の
政
治
過
程
の
バ
イ
ア
ス
は
、

「
対
内
的
に
弱
い
国
家
」
を
奉
ず
る
ア

メ
リ
カ
民
主
主
義
に
内
在
す
る
深
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
の
一
局
面
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
農
業
の
私
的
自
己
統
治
の
原
則
日
農
業
政
策
は
農
業
関
係
者
自
身
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
べ
き
と
す
る
教
義
H
が
一
般
に
承
認
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
農
業
政
治

の
構
造
を
前
提
と
す
る
限
り
、
少
し
で
も
階
級
的
な
志
向
を
有
し
た
農
業
政
策
、
す
な
わ
ち
農
業
内
の
下
層
階
級
を
特
定
的
に
援
助
し
ょ

う
と
す
る
政
策
の
誕
生
が
可
能
と
な
る
の
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
場
合
の
み
、
例
え
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
運
動
に
匹
敵
す
る
強
力
な
「
貧
民

(

出

)

の
運
動
」

(
E
S
P
S仏
2
0
4
5円
仏
)
が
発
生
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
本
稿
で
み
た
よ
う
な
、
農
業
界
に
お
け
る
支
配
的
な
影
響
力
か
ら

は
相
対
的
に
自
律
し
た
農
務
省
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
そ
れ
を
支
援
す
る
あ
る
程
度
強
力
な
政
権
が
存
在
す
る
と
き
と
い
え
る
か
も
知
れ
な

(

問

)
、L

V

一
般
的
に
い
っ
て
、
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
、
政
府
機
関
・
官
僚
機
構
の
顧
客
集
団
へ
の
応
答
性
が
高
く
、
裏
を
返
し
て
い
え
ば
そ
れ
か

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ナ
i
デ
ィ
1
ル
の
国
家

二
四
一
ニ
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)
農
業
普
及
部
長
に
ま
わ
っ
て
い
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。

(
臼
)
例
え
ば
、
ウ
ォ

I
レ
ス
が
一
九
三
四
年
に
出
版
し
た
ミ
白
色
、
さ
詰
忠
実
的
(
辺
刊
毒

J

宏
美
日
凶
器
品
〉
の
執
筆
準
備
に
は
、
ゥ
ォ
l
レ
ス
の
ス
ピ

1

チ
・
ラ
イ
タ
ー
、
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ヤ
ツ
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フ
レ
ミ
ン
グ
(
同
自
己
同
盟
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B
Z岡
)
の
ほ
か
に
ル
イ
ス
・
ピ

1
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(
p
g
z
ω
2ー
ロ
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ア
プ
ル
ピ
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加
わ
っ
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い
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・
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d弘司市混同伴一可〉・

(
日
)
国
家
の
自
体
性
を
諮
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
最
も
基
本
的
な
要
件
と
し
て
、
社
会
集
団
、
社
会
階
級
な
ど
社
会
レ
ベ
ル
の
妥
求
・

利
害
一
の
単
な
る
反
映
で
は
な
い
政
策
目
標
の
設
定
・
形
成
が
国
家
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
、
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
概
念
を
真
に
・
有

効
な
も
の
に
す
る
た
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に
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公
職
に
あ
る
政
治
家
や
官
僚
個
々
人
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
発
探
で
は
な
く
、
集
団
と
し

て
の
彼
ら
の
行
動
や
政
策
設
定
を
、
国
家
に
よ
る
自
律
的
な
行
動
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
集
団
・
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合
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と
し
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、
社

会
レ
ベ
ル
か
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独
立
し
た
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策
目
擦
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共
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そ
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現
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け
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行
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す
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的
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3
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凶
器
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概
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史
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用
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主
限
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す
る
本
稿
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こ
の
概
念
そ
の
も
の
に

つ
い
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詩
綴
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る
理
論
的
検
討
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え
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と
は
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き
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
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て
は
、
在
、
よ
等
を
参
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い
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独
立
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、

R
A
の
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か
ら
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れ
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、
避

難
所
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め
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農
務
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。
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・
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務
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。
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。
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述
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向
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向
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H
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(1979)
，
 p. 
73.

保
係

濯
将

鰍
1
 1
 ~]
m
(
'
羽
鶴
E至。

(
~
)
“
S
t
a
t
e
m
e
n
t
 of 

Secretary 
of 

Agriculture 
H
e
n
r
y
 
A
.
 
Wallace...on the 

Jones B
iIl" 

(H.R. 
8748)

，
 Ma

r
c
h
 25

，
 1940

，
 

H
A

WP.・
U
L

"1'¥
1トト:;，..

';Q II@u誌
は

4提
出
，
.
.
.
)
.
}
l
宮
筏
&
必
が
や
U
'

絹苦T!撃さ
~
Q
社
主
話
必

lも
必
v
-
r
l
'
Q
択
壁
ぐ
弘
ü
<
Q
言
語
首
長
没
者
将
兵
~
Ç
'
0
1Q\'

.}l
O

 
(Baker et 

a
l.， 

0.ρ. 
cit.

，
 p.218.) 

(
記
)

~J Q
ム
-
5
'
"
必
〈
弘
p
:
)
弘
Q
綴
生
~
~
や
ム
ν
t
i
'

C
a
m
p
b
e
l
l
，

 op. 
cit.

，
 ';Q紘

~:;.o
~
~
ミ
~
'

Kile
，

 op. 
cit.

，
 p.259

，
 -，4l
41急車至。

(
苫
)

Jones
，
 CO

H
C，

 pp. 
1100-1103. 

(
記
)

~
J
Q
.
I
f
1
ê
~
~
ヰ
公
的
<
~
.
口
弘
Q
級
生
誕
生
~
'

F
a
r
m
 Credit 

Act 01 
1940 :

 Hearings
・・・，

p.43
，
Q
~
・
同
・
，
~
m
_
ム
Q
熊
申
n
~
~
~

。



ま
た
、
副
司
包
E
n
p
J
d巾同
ν
同
国
口
問
。
同
制
，
同
吋
包
わ
司

ER---J
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
符
)
農
務
省
と
A
F
B
F
の
対
立
の
核
心
は
、
ヵ
ウ
ン
テ
ィ
土
地
利
用
計
画
化
委
員
会
で
あ
っ
た
と
さ
え
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(PBHU宮山
Y
3・

ミ
hH
同
・
宮
口
(
U
O

ロロ叩ロ・同〕』
s
b
R
Nな
お
也
、
入
山
崎
号
、
定
詰

U
G司
N
R
S円
許
認
Y
H
H由
ぬ
・
百
円
宵
何
回
品
開
口
・
。
、
・
江
戸
地
口
『
印
刷
】
同
開
門
タ

5
・)

(
η
)
L
g芯・

(
抱

)
L
5
.
Fゆ
-
H
g・
こ
の
集
権
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
ア
プ
ル
ピ
ー
は
す
で
に
一
九
三
六
年
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
政
策
の
集
権
化
と
行
政

の
分
権
化
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
「
し
か
し
、
第
一
に
不
可
欠
な
の
は
政
策
の
集
権
化
で
あ
り
、
行
政
の
分
権
化
は
明
ら
か
に
逮

邦
の
政
策
を
有
効
に
す
る
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
の
分
権
化
の
試
み
の
方
は
、
す
で
に
A
A
A
に
相
当
の
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

普
及
部
(
付
与

g色。ロ
F
2片
目
)
は
国
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
と
り
わ
け
南
部
に
お
い
て
、
徐
々
に
よ
り
大
き
な
支
配
擦
を
獲
得
し
つ
つ
あ

る
。
こ
こ
ワ
シ
ン
ト

γ
の
A
A
A
は
、
全
体
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
十
分
掌
握
す
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
地
域
ご
と
の
独
立
闘
に
分
裂
し
て
い
る

0

・:
A
A
A
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
は
独
立
し
た
行
政
機
関
と
な
り
、
責
任
は
確
実
に
普
及
部
へ
移
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
・
:
中
央
か
ら
の
指
示
は
単
に
、

そ
し
て
完
全
に
、
す
べ
て
の
も
の
を
州
へ
委
譲
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
私
に
と
っ
て
印
象
的
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
州
の

中
に
連
邦
の
政
策
を
流
し
込
む
た
め
の
い
わ
ば
配
水
管
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
さ
も
な
く
ば
、
将
来
、

A
A
A
は

連
邦
政
府
補
助
金
の
単
な
る
横
領
の
場
に
堕
し
て
し
ま
い
、
何
事
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
・
:
理
想
的
に
は
、
州
普
及
部
長

は
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
:
し
か
し
、
こ
の
点
で
の
そ
の
よ
う
な
過
激
な
変
改
は
、
お
そ
ら
く
全
く
問
題
外
で
あ
ろ
う
己

(〉匂
UZσ
可
件
。
ロ
oロ
回
目
品
開
-
g
R阿
佐
可
〔
円
ロ
ロ
出
珍
E
s
d
-
〉民間・

ω
・
5
8
w
k
F唱刷比四

S
M
M白
明
言
田
・
)
彼
が
す
で
に
三
六
年
か
ら
、

A
A
A
の
分
権

的
構
造
に
全
面
的
に
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

(
m
m〉

4
S
8
8
3仲

a
p
nお
g
弓
え
〉
ぬ
ユ

E
Rロ
話
回

g
q
k戸・
4
司帥
HEB---Dロ
同
町
四
旬
。
口
四
回
目
ロ
J

呂
田
門
吾
首
相

H
2
0・

(

船

)

会

0
・
混
同
色
ハ
U

国
-
Z
6
5
・B
S
H
E
H
m
W
1
2・
司
間
三
-
忠
喜
号
、
平
hhp
〉
HM江戸

NU・
5
8・
Z
J司担問戸田口開
¥
E
R
-
-
K戸間
M
E
N
P
5
8・
HG】巾・

bw-n-hHJ
同

Y
M印由・

(別
)

L

豆
、
-
w

匂
-
N
8・
拙
稿
前
掲
論
文
(
コ
一
・
完
)
、
四
八

l
四
九
頁
、
六
四
頁
。

(
昭
)
冨
円
。
。
ロ
回
目
F
N
V
R
~
s
h
b
H
h
h
H
E
3
g
p喜
宮
町
ミ
nk・
3
・
ロ
ア
NN・。国
g
u
Z
H
Y
冬
・
円
な
、

3
・
H記
l
a
-
H
h
o
E
w
q
b・
円
た
よ
同
γω
∞
H・

(
部
)
拙
稿
前
掲
論
文
(
三
・
完
)
、
四
五
頁
。

〈
拠
)
沼

nmuoロロ四日
f
b
h込
若
色
h
h
h刊
さ
ミ
g

b
白書色町言問、・

u-HH∞・

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ
1
デ
ィ
1
ル
の
国
家

二五一一一



二
五
四

(
邸
〉
以
上
の
経
緯
の
よ
り
詳
細
な
説
明
は
、
拙
稿
前
掲
論
文
〈
一
一
一
・
完
)
、
六
回
i
六
五
頁
、
を
参
照
。

(
部
)
宅
吋
柑
同
名
目
MO患
の

g
s
a色
S
・
o
-
z
gご
。
謡
曲
目
戸
世

g
J
K
F
M
E
-
P
S
S
L
P
d『担問戸田口
0
・

6
寄
1
・〉同
E
-
P
H申品。・

(
前
〉
た
だ
し
、
生
産
制
限
政
策
の
推
進
H
A
A
A
の
支
持
と
い
う
点
で
は
、
ウ
ォ

1
レ
ス
と
A
F
B
F
が
(
少
な
く
と
も
三

0
年
代
に
お
い
て
は
)

歩
調
を
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
(
宮
山
口
町
胆
冊
目
当

-
p
v
a
z♂

R

吋
Z
M
V
D
-
E
8
0州
の

vgm州
四
日
吋
H
M
佃

切

削

E
r
L
D円

神宮帽〉民同日

g
P
R曲
目
白
〉
怠
ロ

asoE
〉
2
0同
巴
ω∞
九
辺
、
骨
h
q
h
H
S
M
m
(
臼〉〈司曲目

r
g∞
ω〉・

5
m
g
M
吋∞・)

(
邸
〉
註
(
臼
〉
参
照
。

(邸

)
d『曲目目白
n0・
d
同開

qJKFMM江戸

M
G
L
E
0・

(
剖
)
何
者
〉

passn・
4
R
g
切

M
M
5
2
〉
宮
山
ロ

d『由同ロ由
i
J
P
E司
河
名
目
島
田

C
A
N
N
a
F
K
F
H
E
F
P
E
S
-
宮

4
g
g
o白
¥
恩
師
門
戸

〉】

E-
営
L
Z
0・
こ
の
問
題
は
後
目
、
上
院
公
聴
会
で
も
追
求
さ
れ
た
。

q
R
q
H署
内

v
b
a民

h
h
h
H
ミ
H
U
S
H
h
S
言
怒
:
J
志・

8
同・)

(
m
m
)

羽田

-
S
F
d由民
1
・
〉
玄
-
N
F
H定。・

(担〉

4
『巳

E
9
4
Z
E
8
a
g
S
Q
0
2
7
・3

・

〈
偲
〉
少
な
く
と
も
、

A
F
B
F
の
側
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
(
岡
山
F
b
b
-
n
m
T
M
V・
抽
出
可
)

〈
山
田
〉
ウ

*
1
レ
ス
は
次
の
よ
う
に
諮
っ
た
。
「
今
回
の
論
争
の
核
心

l
利
率
ー
に
つ
い
て
語
る
と
き
が
来
ま
し
た
。
農
民
が
土
地
を
寅
う
た
め
に
借

金
を
す
る
と
き
、
ム
ハ
バ

1
セ
ン
ト
か
ら
七
バ
I
セ
シ
ト
、
時
に
は
八
パ

1
セ
γ
ト
の
利
子
さ
え
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

.. 

〔
そ
れ
が
議
会
の
立
法
に
よ
り
〕
一
九
三
五
年
以
来
一
ニ
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

i
最
近
大
々
的
な
攻
撃
が
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
、

農
民
の
た
め
に
こ
の
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
率
を
恒
久
的
な
も
の
に
し
よ
告
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
決
断
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
人
々
の
限
に

は
、
品
品
、
l
デ
ィ
l
ル
の
最
大
の
犯
罪
は
利
子
率
の
引
き
下
げ
と
狭
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
義
務
省
に
お
い
て
、
一
一
一
バ

1
セ
ン
ト
で
作
物
融
資
と

小
作
農
融
資
を
、
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
農
村
電
化
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ュ

1
デ
ィ
l
ル
は
低
利
率
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
ド
デ

ィ
l
ル
は
高
利
率
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
戦
い
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
(
拍
手
)
:
・
私
は
断
固
挑
戦
を
受
け
て
立
ち
ま
す
。
(
拍
手
と
喝
采
)

そ
し
て
私
は
、
こ
の
場
内
の
す
べ
て
の
真
の
農
民
は
戦
い
に
討
っ
て
出
る
用
意
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
の
で
す
。
〈
大
拍
手
と
喝
采
)
」
〈
巧
色

S
P

宅
吋
『
柑
恩
師
円
四
O
崎
明
回
同
冨
の
忌
晶
体
:
ミ
・
)

(部

)
h
g
R

(部
)

i

R

S

民・



〈
的
別
)
句
史
札
・

(
郎
)
む
門
担
当

P
R
m
s
-
m
c官
民

E
Z
P
R
d『
回
目
窓
口

m
gロ
富
田
円
弓
の
?
河
口

gauw・
4司回出月比国間件。ロ

E
h
p
k戸同
M江
戸
凶
由
旬
阿
宏
0

・

U
4〈曲目日但
np

会同)山田ミ
J

〉同
M門戸
-
N
U
P
5
8・

(
m
m
〉
阿
C
F
D
V
-
A川

町

T
M
V・
M
g・
開
門
言
問
円
。

kF・
O
・2
2
r
ゎ
。
出
♂

HY
ロ
H・

〈
m
)
A
F
B
F側
の
グ
リ
フ
ォ
ー
ド
・
グ
レ
ゴ
リ

1

(
ウ
ォ

1
レ
ス
の
長
年
の
友
で
も
あ
っ
た
。
)
は
農
民
の
「
団
結
」
を
強
く
求
め
、
も
し
ア
メ

P
カ
農
民
が
オ
ニ

1
ル
A
F
B
F
会
長
に
率
い
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
と
ウ
ォ

I
レ
ス
に
率
い
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
に
分
裂
し
た
ら
、
大
変
不
幸
な

事
態
で
あ
る
と
諮
っ
た
。
(
巧
曲
目
回
目
白
骨
¥
‘

E
R
-
-
〉
MM江戸

MW∞・

5
8・〉

(加
)
i
3
R
-

〈政
)

L

翌九
-
E
F
e・
2
4
J

宅
-
M
S
F
も
参
照
。

(
m
M
〉
氏
。

.
z
g
-
P
}
Z
a
o
g
'玄
言
問
丘
町
田

J
3
g・句由民同

hd.-誌
h
q
h
vミ
柄
拘
噂
〉
買
即
日

S
-
S
8・
E
4司
島
田

n
p
品
目
白
ミ
J

K
戸田旬日目

N
U
W
5
8・

〈
川
附
)
関
口

p
bも・町民
HJMM-M由
N・

〈問
)

M

D

ロ
伺
回
一
切
。
。
出
ハ
UWMMMYHHCU
同・

〈

叩

帥

)

切

B
E
M
a
-
D見

守

-nた
よ

MM・8
u・

(
W
)

玄
nmuoロロ
a
r
b
R注
意

-
H
A
h
ミ
ミ
白

a
b
hミ
REn--u-zmw-

(
m
M
)

南
部
小
作
農
民
組
合

3
0
E
Z吋
ロ
吋
gig-仲
匂

R
B叩
g
dロ
目
。
ロ
)
は
一
九
三
五
年
か
ら
一
ニ
七
年
に
か
け
て
、

F
S
A
を
生
み
出
し
た
バ
ン
ク

ヘ
ッ
ド
H
ジ
ョ

l
ン
ズ
小
作
農
民
法
制
定
過
程
に
関
与
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
活
動
カ
お
よ
び
影
響
力
と
も
に
失
う
に
至
っ
て
い
る
。

(
S
T
F
U

に
つ
い
て
は
、
の
E
σ
σ
P
D
E
Y
円九
HJ
参
照
。
)

(
問
〉
も
と
よ
り
、
ト
ル

1
マ
ン
政
権
下
に
お
け
る
ブ
ラ
ナ
ン
・
プ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
対
立
の
よ
う
に
、
他
に
類
似
の
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

(
川
〉
こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
ご
く
簡
単
な
素
描
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

(
川
)
ウ
ォ

i
レ
ス
は
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
党
、
強
力
か
つ
統
一
さ
れ
た
革
新
的
〈
官
。
肉
8
2
7可
開
)
な
民
主
党
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
そ
の

た
め
に
は
農
民
、
小
都
市
に
住
む
人
身
を
含
め
て
一

0
0
0万
の
革
新
主
義
者
の
哀
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
み
て
い
た
。
(
巧
田
口
問
n四件
O

F

E窓
口
口

-
m
o
o
s
g
F
ヌ
R
n
y
N
N
-
g
u∞
・
〉
口
問
・

ω
w
g
s・
4〈曲目山田
n
m
g
H
W
E
-
Zロ
4
5
2
M
m円
-
F
U
?
H
Y
H
u
g
-
出
〉
d司
HFCH・
)
ま

た
、
彼
は
あ
る
知
人
に
、
「
民
主
党
に
加
わ
り
な
き
い
、
そ
し
て
党
を
卒
新
的
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
説
い
て
い
た
。
(
毛
色

g
g
g
d
gロ
目
白

下
層
農
民
問
題
と
ニ
ュ

l
デ
ィ

1
ル
の
国
家

二
五
五



二
五
六

ω
3
2
3・
官
官
・

5
・
5
8・
出
〉
巧
P
C
H
・
)

(
m
川
)
〉
民
吋
E
U
-
ω
同
町
内
凶
H
H
M
国
H
M
w
云
0
8
0
吋
田
口
弘
ロ
宮
崎
C
吋
答
申
ω
2
吋
開
仲
田
吋
吋
w
ω
-名付
-
M
印
w
凶
器
A
F
C
-
∞
・
∞
由
民
主
回
M
M
世
間
話
門
田
・

〈
市
)
註
〈
川
〉
の
ほ
か
、
当
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れ
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